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林兼至営 ②向選 を考之る 場合に 委 営の 主体はﾡか というこ 

と、そ営の目想と伺におくかといゝこと、②=が先づ考え 

られなけばならない。

そニで 始めて 至老 をり良い 状ﾡ にずみここ, つュリ、型 

営の改義なり 一歩前進をレてゆくためにはどうすばﾡいか 

ヌそに 送受な も の ・ ﾡがか り をﾡ に求めるべ かの向ﾡが 

で< < る。

私は 二 こ で私有林券2 そ当について 至芝主体み もっている 

確 ○(件よ考えな から 林 ネ資本 o 合 理色構 政と協 同編敬 o 
=向題を基本向題と してと あげて見たいヒﾡいます。

m承知2通 り改正森本法が昭2 4 に公布に なりして

株業 政東 にする 考え さ に ﾡ場能 な 安化 がﾡ 0ました。

森材き計dは国土ﾡ安 と森本生ﾡ力 ○ﾡ護培進 4日かるとい 

う二っ②ﾡ奨から前ち国民経ﾡ的な見地にって、画 が • 養 任. 

をレってフくるYいう=と、表林4合 日ﾡ林有着の経済能 

社会能位置の上を目 し て、ﾡ主能な協同領織を確立立する
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といゥ に 受貴能5 なしかも 明確 な 林政 上の支が打ち 立 

らたのてあリ ヨすっ

従って 従表の み経合売業案は 再検討を ﾡする二と 

売:棚上 げ②形Y々っ た②ていわばﾡ合状解であリ ま す, 

従泰 林業 は本送 だけの部ウで列能林業 柔営当 巻のも 

ッている 柔ﾡ能甚ﾡと いらうの から逆離し <例えば歳求経 

ﾡYいう あのから3立した立場で. 立求とれたﾡかあった 

実 は 反ﾡ を要することだY思いうす。

すなわち同-の 立地候件 にある ﾡ林で もその 取板は社会 

的そ済ﾡﾡ件がち 朮え ば 異なって <る ことは ﾡﾡそ の何々 

② 全営 主体のﾡ件行 で 当糸安 つてこなけばなら ぬ日 ず 

でありす。

ニの意味 <本業 至営主体の 態 口ビうであるかについて 

福ﾡ県都路村のS部落の実ﾡ調査を中心に厩南 したいY恵

います。

一郡村のﾡ

都路村は福島県田村郡の家都ま 占めて お D 阿武ﾡ山旅の 

- きF を 形放 している 駿ﾡで ありま して. 村に は係倉 

山、山. 五十 人山こいうような /ooo糸に近い山々に 

よっ<囲まてい きすが全体 Yしてはらo。 米前 後の ゆる 

やかな 1料地 であリ ます。

位置からいゝますと常ﾡ線大野ﾡから曲へと電位、普通 

にはﾡ放本線ゐf引駅から も 同距離で 丁 農 再駅 包 結■ぶ 直線 

のヤ央にあたつております。おの最ギを町から家へ流て 

いるのが ち道)川 て村系で 高ﾡ川 に 合流 しておりきす。

国有林②ﾡ轄からい ゝますと京京営林局ﾡ内のﾡ山老 

署 o 三春翌送区。 -部 に属 して おり さオ。お道川にﾡうて

二 に合流す る谷ﾡにﾡﾡが散をしており、 この川に平 

行に走って いる 都B路街道 か卜部への唯-② 次通ﾡてﾡ引か 

ら 大野きで 一百三 回. バスかこの上をお老 を運ぶ ヒいった 

う通 にﾡ麦きない 家の代表的な山村と いって い い かこ

ﾡ い す。
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ﾡ地も不足し 気ﾡ能にも作物②生育ﾡ件の題いところ 

て. 食ﾡ自給に二とく のであり ③すが、 皆は三春 窮と し 

て有名な馬ﾡ地こして※えたのですか 浜ﾡ、 木承の産 

がとって かわって 主髪 な 生送 となっておリます。

村のキを通ずる都路街道にﾡうた 、 村役場に-軍5と 

いう老ﾡです が-----  二 の東突調査を通じて 林ぎの 担い手 

といっ 立場から都考戻の実ﾡ . 林挙 という も②②政立の条 

件を述べて 見た いと思いきす。

S部ﾡ . 山林 オタ ○町・田ノノ町、畑 a町メ反で耕地の 

比幸はﾡめて仏いの てすが ア教 2aから放っていて、 

部gﾡ民 を為本所有規ﾡか ら夂 区分 し て、雲 浆挤素 そ 0 他 ② 

郡内H こつ い て考条致 しaす とちォーに ﾡ耕地 との 肉用て 

あります が. オー表 に示 レヨした通リ. 山 株ホﾡ積 で日A層 

ヒにて全体の 戻有林ﾡﾡの 中② クノ%をちめており 所有規 

検②小さく なるに従っ て や教が増えま す が 反 に統 高独日 

減少し、ーア当リついても同様のこYがいえます。耕地 

にっいて も田は 平均 ーナ台リA戸て日ラテ反、 B戸で8s 
及、Cデ では今ク反とﾡ少してﾡに同 じ< A戸で ○反、

Bアで $8反 ○アは S、2反となフてゐおリ す・

山彷所有の 大 チ い & ②程耕比の ﾡ老規ﾡが大さ い 田 

の各々 について もそう いえみわけ で あり 疝 して耕地の所有 

とﾡぎが大体-致して いるこの部ﾡでは歳比特は山持とい 

う -通総をﾡ書して いろ も のYいえす。ことに この 

村部ﾡ の発ﾡの 遥程を山っ て見る こ常に 水田型営に よって 

ﾡ求をﾡが左右さ . 更 にﾡ落に ある 至有ﾡ係を左右し 

引いて ヒ 山 本有 を も 規走す る こと に なる②ではないかと 

ﾡいます。

オ=表で 米② 達置 をとつて見ますと . 耕計作 ﾡ象ーナ 

当についてAアで2○石引斗, Bアで/?石8斗、 cFて 

夕石4斗、 D戸て今石2斗、 YいうこYになり、 平均,o 
石に対して、 ﾡ上F と 長下戸 とのﾡさが大さいのであき 

す ・ ・

従っ <ﾡ出ﾡ家枚 のちめる 割合 も 階戸別ヒ 肉係が表ら 

れて未るのは当催で 食堀 o 自象係 有のヨ 能雄 ②み ならず 

賃等あ 多、有金に もﾡ用 レて 宗るわけて あ り)ます ,

ﾡヤち、Aアでは/ス ノクの7円、Bアでﾡ今2o4円
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ﾡ 地/ 表

ム所有

規 模

1
アャ

純 山 林- 科

ノ○ >x 上 A ヨ / ○ ク 2 ク?o Nブ及ク 2ヨ%

/○-ち B Z今,20 ラ4・ o 2 4

s- ワ C と
ノタ2o /ラ . / 2 合

/ 田以く下 D ノ 今 ヨラ . ○ 2

2a /さ今. ○2 /ラ o. ラ /oo
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至当配ﾡ、 ^

地面ﾡ 
・

耕 作 ﾡ求 一戸当 り 均

义再 き計 山 卜
計 上

計

zク反2 ユノ% s &R? ご% = o H ? ア。
天 

/ラﾡ

2ヨ・ o / a .2 22 &.2s 夕 s sa ノ3

o ラ 送S,o ラ2o s ? . 2 o.ラ

45 2 ラ7 タ～2 ヨ / ムクア コ 2 ラョ よ.今 
-(S45..

/2ラ. s /oo 2ら2.ノ /oo ノos、ョ 6 s.? s4 1 /クラo

ﾡ平 ク o 42 円②現金収入 が全戸数2み アの 内、供出ﾡ 

家クナにあたえらるのでありaす.

次に養番にフいてせどっかと見きす と, ごきに都 路村 o

発ﾡ をか新 レますヒ 大正 年 前 は ﾡ々 たるみ②で 昭加ロ2
・

にはﾡ密期を並Eえ, 数等 关、入となって、減少しく 食ﾡ

ﾡへ②切着が行わ/た か教後かﾡ高の傾向に こてﾡ加 

の情勢にありす。 S部ﾡで も意ﾡか現金収入 にあた 

える比が大こ < -時は 全戸ﾡ育 されていた か、戦争 申 減少 

して統戸数>e 宇中 / 4 »が飼号 し半ﾡ以上をとめ 家赤

オZ 表、. 米・ﾡ 生 ﾡ

! 所f 台

岸 笑
Pr 氏
戸 初

供 出
喫家数

---------------------------------------------- ------ !---------------------------------------------

曲作族家 ゆ り 平ﾡ,..

主たﾡ
生ﾡﾡ

ベ 当 全・

A ョ 三 =oSs : 一
/クろ.。 クラ /ク◇クラ

B ラ ノ24、4o3 S.2o←

C と ヌ < ク ラ. S44 ダ22

D /S o s. 2 名 夂、2 S-2 o

' き計 25 
________ ク /◇◇ 8と とzと クeと
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tカ ② ナべ入売 ②場として 利用 二て示たのてありす。

ﾡ育 宇枚は各戸を通じて - 般缈 に行っれて いるニ ヒロオ 

三表め通り であ りますか ¥送 頑根を見るヒやはリ A、Bアか

=く C.Dアに なrるにって系ﾡ スﾡ] ﾡ . 金額がﾡ下 

してゆらす。

-9-
ﾡﾡが現金収 源ン し< 二ういう山村にﾡもﾡ当な至

きてあることささにべましたが、大山 林所「有者 にYつ 

<日為ヒい う 至潟 安勤に追ち に 順旅 レてゆけ る経ﾡ 力 ( 

資金と 至営設備 ) は 持ち 合せているこYが山林許有 ¥ 蔵業 

至•営 規機の 相肉 ﾡ係から いえるのではない かと更 います。

オ ラ 表 養

、

ﾡ \
>

層 ア数 柔 国高ﾡ 、苫置 金 額

A a っ。 ・・ /4今, o○

B < ラ o /ス2 ノクの/0o

C /○,o /夕/ ィ と今oo

D 今 /タム ノ3o /クヨ/oo

計 2 8 • 44 今s4 ク s.oo

飼育ア枚

飼育 遂家-当 り平均

系画 ﾡﾡ 収ﾡ量 金 ﾡ

点
4 S 金 クZaoo

ヨ M o とo、と- 今と,ク ○o

s , o ラa2 4ラ。o

ニ・ / 52

ノ &
ニ, 5

--------- ----- .. -- ---

4534o

上ア有利 な 至営部 へ ② 切刀替 が比較的間に 行わる 

結告家Y思います。従って ン上の幸実 を も つ*正曜に表更す 

ビ、二こて区ﾡ地型営ﾡ糖あ広ﾡがﾡ業至ぎゐ規横ぁ規 

たして 恵家柔潟 を支配 し、ミ の結きが山林所r有の象ギ ・ 今 

散を左右 している 見る こと が此部ﾡの持徴ﾡ的に示す

も な)yいえヨ しよ。
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ニ ② 参発の -ﾡ戻か「水みﾡ中得をめ ぐ つて速ま型

消長 がﾡ柔二 れろ」と語っていることロ、この 部ﾡの 

ア支を物語って い)ろ とﾡいきす ・

上水 田そ営 と 後表名営め 主号 なr税円コ を波べま し たがで 

②他の ﾡ品 ﾡ業 ¥レ<ﾡ大したもの日なく.表. 受類.甘 

き、室羊、雰ﾡﾡ考 ② ご< 小部みﾡ呂イヒ とれき すが大老 

か巨合物として家者計にﾡ入らていきす。 オm表の 

通りです 。

上こ② ﾡ落 ②特長 とレてヒ 山林ﾡT有規横区ﾡ業 -営 o 

規検非ﾡ に盗ﾡな肉ﾡムあ リ ます。

そ 表 その他の ﾡ業作物

山林所T有 提検 所r居 戸* 統金名 ﾡ家 ーナﾡり 平 物

A ラ
円

アッと 2 ○ _ 円・ a/

セ /o666o 2さとさ

C 夕◇4 ○ /S 2e 8

/ S /6お◇5 ○ / ◇o2

・ 28 «ララ今«◇ /S.4 4

次にﾡ家 手清 に お る 林ま部 のか杵であリ すがﾡに 

Z uべ た通り ・ 有形施 から云う と、私有の 卜 に 画有林 

が今4 ○町あり ・ ナラ、クヌ ギ、確の 新炭林が主号 なお 

をﾡ放してります。 、

炭報業日、国有ﾡから。新表尿木②供給に対するﾡ待 

は大さく、 毎与 ﾡ行にはる比元特売をらております。こ 

のﾡ合部ﾡﾡ民を もって ﾡ政す る ネ炭ﾡ合 - 侵宣的な立 

ホ払下団体—— が-括払下 げを 受て 参加ﾡ家のアﾡにﾡ 

し <山ﾡ が行 ph入札によつ て夫々尿木を入手するのであ 

ります。

こ ②部ﾡで② 桜ﾡ奉者は統戸数の中 ノsアで、このキ 

ﾡ給生活者 . そ②他②従ﾡの赤ない ア数 タア を老施す る 

と クタ% みの が従ﾡ しているこYになり 、非帯 ヒ 中。 広
・ ・

い 季仕事 がなく て みてあましている ﾡ家、の場な司業に 

なつている。この中でも 国有林に 資材を 求めている のが 

大部かであって 自a 有林におて 自ら製淡する む ②及ﾡﾡ送 

物にる あのはん月に 通ざ な い。

さて、林業所得(用材生産がない) さ次のっに分ﾡし
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てみろ と、

(原木収 ……尿木諏売代ヌ区自家裂炭の長合日 不炭服

完額より 生産貸 を差引いた原木代

製炭ﾡ業得..... 自a ス 他人所有 ( 巨有を含む) 森お、

て②堅以寺業所得

(5)裂 賃対所得

-13-

才五表のうに、Aデでは原木収入の比室が大きく8O 

%をちめ、B戸でヒらo%Yなっ てい る、 製炭賃送 ﾡT得日 

ないから 契ﾡ業所得の創合 は小有巻程多 く なるわゅで 

ありす。

沃 に 林野 ② 至当Tﾡ てあリヨ すか、 づその利用 状 か

ら し す とE主ﾡにめぐまれて いる此部ﾡでﾡ 本野 に お

オ表 林、業 生産

山 林本所 有

規 ﾡ

馬 ア教

自己有 株 他く有林 画布林

A ラ

( ○○o)
・/◇o

百 と ラ
(soe) 

/ラ○
(今o)

c 今 oo 2今○
c。

D ダ ラヨo s と o

計 2a /S
(z ラ◇e) 
/2o 今8○

(どo)

-----------------U

製 受)戻 ぴ 得

祖収入
所 得

計 ﾡ、本社オ 製 炭 所r得 計

(。 ○o) 
ス2○o 4クao○ ヨ今 ユ,とoo タラ ooo 2今 どoo

(ヨoo) 
mゴ•O /6/22o 今お、 o o 4e,分。 o 2<、2oo

aao ノラ o oo ィ。 クク /○ラ= ◇o /ラ2, oo

… ミ /おoo ノラ.<22 /ラ ラ、<とoo

( ラoo) 
2o メム 今, /oム <2 ア,字oo ラa/ oo タ /◇ど

い て ﾡ革 地Yして利用しているもの少く 、全 数ギの 二

であり . しろ自 家w料源 として. そだ、きの 合涼 と

して利用 し て いる場合が可政 り 多い。 製炭②場合のウラキ

を捨って持ろか、ﾡィ のからを利雨する こにって
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自 家用ﾡ料の補元に あてるの②日 前で あろ。従って 村地を 

ごの程彦にﾡ用しているかは合ﾡ家のﾡ情にエ フて受るが 

ミ ②残 り が 自己有 ② ﾡ山 とレて 至芝 ニることになる 

のであります。こら ②新淡林に地時中 ②ﾡ伎に よってﾡ 

し <ﾡ求が 通湯 していて .現在 会力会 林化し <ﾡに達する

に日ﾡﾡい材分が多いといわれていす。従ってイ期収

入は番し くかたった 爭 靖 にありきす.

メ上都諾村の S認ﾡの実態の大昭を申しま し たが ・ ニこ

て. そのﾡ を べ うすと.

c/・ 老ﾡ長②複を至ﾡの上で . ﾡ教翌営規模と林まとは盗 

ﾡな肉章かある。

) しかも山お所有規横にうして、ﾡ、 従ってﾡ確、番 

委② 登巻視模は比ﾡ肉係に あ ろ。

(s) 賃等入とレて 日巻看Y 製炭業が大さ な合 をおめて 

< る。

(・ 林業入 にす ろ ﾡ家そﾡの魚各度 冬季 におけろ戦

所得に 負うY二ろが大さく、 Aアてヒ 製炭原木入 が 

大部分 を 占め、ﾡ、 C戸にゆくに従って減ルして 製炭 華

-5-
業所T得 かふえて < み ・

(s) . 林野の利用は自家用ﾡ料としてのソダ、 マキを抹取す 

る 卜、ﾡ表林 ヒレて 至営 されて いるが、A戸ー ア 去 

3 ヶ年、自己有林にがて継く的に企業裂炭を行った外所 

有ﾡの杯を行っ て いない,

(6) 育林初にする投は、 Aアにおける-ﾡ家がクヌ 

ギの 改植を 行っ た外全ペ行わ て いない。株業は 様年的 

な う 法で 行わて い)る。

(7) 従ってお業所得の中、製幸業所ﾡは国有ﾡ原木み供 

給合も あってﾡﾡの 家き計に 入 をあたえて いるが、尿本収 

入はABアの-部に限らて いる。

(8) ﾡﾡ戻の②至済や上に対する希望区養看 達望教浩 

奪の ﾡ業的業ヌ区製泉事業考 あ加工都内の所得 ②大

にあって 育林部 へ肉心がうすい。
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三 今須林ﾡの芸惡

る一っ②例とレて . 安県みシ 付2 ホ宗 ○実ﾡに つ い 

<申レ上げます と 、 こ は林野方 ②「ﾡﾡ実ﾡ調ﾡ報告者」 

と早塚山林歌ム局琴の「依拳ゐ礼え」を字ヒレ 

て 私の 見岡を加ロえながら関係の ある 向ﾡ夫だけナをっ て 

ﾡたいと趣いほす。

オ。ま 所有 階層 冽 緑林所

・ュ-二
視 .

-------一里 今反未ﾡ 今反 一/ﾡ /田一5田

ナ 有 着 数 a2 /eS ノ4ワ

ﾡ ・ 積 ヨョ /ラ 今ラ2

全画ﾡにする 比幸)
・
2 フ

5

今村は 家ﾡ達線②関 尿から田へ六ﾡで、滋ﾡ宗とめ 

ﾡﾡ にあって 軍ﾡ からも 望見 できヨすか、鉄道南 ・前 

は仙ﾡの宿歌Yヒして繁求した時代もあったわけです。山 

林ホは行吹山の-ﾡを予放して . 色ﾡではﾡ/ oo。 町今 

になっていすが索測ﾡﾡは2o。 o 町歩、 水田 ノ2○町 

歩 、入田 / e 町J歩 で、 戸敏は o。 P会 り 数業 Y本業の お 

てありす。

自者数、炭 び ﾡ 示

今-/○日 / ○ 一2○ﾡ 2 o ﾡ»上 計

マ a 2 a / < «と2

22夂 と ヨタ7 /7夕4

/ ラ 5 2 二 ノoo

山 ﾡ 有 状ﾡを見すと、才ら表のように、一赤未 満 なくとも 休亲 至ぎをやつ てい るろ 求た物 ヒ_ し て昭和 と

つT有菩 が二4フ人、/65 町歩 てあ I)、今 町未満の所有 の調査で、 素材 ノと、00o石、ﾡ/2ろ系, 木決

者が全体の 8今%をちめてお、 この外に明治ち年割山 ス ろ。 O ﾡ. 才多皮22、o 2 千、 /ooo石そ缶.

した村有林が大体各ア-当ヲ及歩あって、山林河T有ﾡで 芽 ・ TTオオ、 検、が少々というこころである。
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オク表 自小E列至ぎ規列ﾡ泰三ﾡ

( Fオロ と 与凄現在 )

目 作 自人イ 小卜 自 作 小 (E 計

ノ反未満 3 今 ラ o 2 之 < ノノ/

ノーラ反 • 44 / と /ラ / 8 ラ /

ヨー今反 S a ヨ o ラ / / / /夕o

- ノ P ノ と と
・

— a ■ ヲ e

ノ 町ン上 — — — — —

訪 / Sヨ 夕2 4と 4 / ラと2

送至考ﾡﾡが一般に小さく、一当4反歩、一町歩

以上の至営着香ﾡで、 今 及未満が? N %となって しきす, 

従 っ < 歳産② 収夕ﾡ受 は・求み32○石. 支ユ4○石, 

そ o グト甘 ﾡﾡ鈴署 4.eo。 貴程庭 <、大体飯求ﾡﾡが大部 

かであって . 二の みて は 家計 が ユた な い。補充的意味て 

挙が行わ nて い る ・ 負ﾡﾡの道日ﾡかに つ け て 林ﾡに

ﾡ っておる。 二の外に 何 学 の 割ま をもたないY いう のが 

二 の 村の 天 さ な特要性で あり す 宀

-I9-

こ②村て不材生産がﾡ時頃から行われてきたか、ヌ択や 

林まが何を契数ヒして生てまたか. 旧中仙遣の駅とし 

<大曜、ﾡ根. 長ﾡﾡ②消長都市をくに接えて、 本材生 

産のrもい と老えら ますがこ を巻証す るﾡ能が 

ほえられない。ち老の話では、萌治前から向Y 森 し て 

現在の択イそ営が行わて いたそうであります。

「今須村役林ﾡの概ﾡ」によド、T依の消源は恐 

らく数召前にﾡし ﾡ素自ﾡに発展レ村民はテ々々こ 

れを注承レ. 現在に型ったようであるが、就中閉治 /8年 

整簷 選 県 に伴う 行ﾡ改ﾡ② た め • 山ﾡ◇依ﾡを余ﾡなく し 

た阜今須川②大出水を招表し・ 流内の耕地を埋浜数日

失、譲岸を決ﾡするぎその被きはﾡ外に大さく、 択伐作 

業②階ﾡに -層 ②車を かけ、村民 の 同作業を表持する気 

ﾡは治水上の 必受性か ら も要に一段と強回になったのであ 

る」Y述べて いきサ。

さてこの 村の状依林ま いうの日 示が下ﾡによ る受新を 

意!するのてはな< .イ す求跡人、.ノ エ宿 栽を行うのてあ

リす。
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こﾡ ﾡ前 にやる場合ちありきすが、(林予定求の 

本に2本乃至ヨ本を確表する2てありヨす. こに つかう 

ﾡ木は 今- 8年の 長さ z天 から4尺ぐらいの大ﾡで. 自 

家後放 をしたものてあす,

合ﾡ ② 肥天 なこニろ日. スさ、中腹 上 は. にノ・ 中 

同は 混ﾡ株 に仕立て る。植付は能幸 よリも 活巻 を位 に . ノ 

人 ノ与の工程は 、今○本 へ^ 6o 本とされていきづ。

保育琴業yレてヒ・ 倒 本起 し と お打丁 て. 枝打 は 植ま後 

ノ今与から / ○年ﾡに < り かえ す ,

枚期 、 ﾡ高 ﾡそ / ア 以上. 枝下高と店 に達 しEY 

モて、 スギ4o与～ 8o年、 ヒノキ ノ○○年 を準 と さ 

れ 、 伐 称量 はﾡ面ﾡの/割～ /割今分を坪今～/o

として徴係レている。 施業う法 ﾡ営者の室帝状ﾡには 

フ て 、 ﾡ準通リ に行わない. 次オに 期 ははイ下 してPく 

傾 向を 示していﾡす, 一つに は教時中 ②大ﾡ ② 通の 結 

家とも い)ラす, 
・ ・

以上択依林の 技術能な 生産過程を大雑ﾡ に上 ま し た 

か、要 □枚採日 う かとい、すレ . 代镂ホ 0 周聞 ②材木

-2-

特 に 確樹 を 振陽 しないこヒが 大t である。 家線 したイ 木夫 

によ って行われる。代色の さ向は 伝斜の上 るへ、カカリ 本 

や 振ﾡ ホの みおそがある場 合は枝打を 行って、制の場合 

はヨ本②枚を追口にﾡ入レて、 この打込②加減によって、 

テ丁ﾡﾡﾡにﾡ すのでありきす。

ﾡﾡ運材に フいて →状イﾡ少ないの で家ﾡ運材に持別 

な あイ を受Yレない、殆んYが ヘ之 にって 行 てい 

3す, 山元て用途によって 王毛t辺 レ 、 大 至太 は トナガネを打 

込んで引レ・ ス小柔太ﾡ担いて林道まで振し . ﾡ車に 

。 仕て ﾡ材rに 理被 さます。

こら② 村道 も 病 鎖して おり. 其長 はラノ杵、 毒林画 

ﾡ ノ町J歩当 D ノ米である.

さて、状林番老にかける収支肉係を山事へ局ﾡろ 

パンフレ トによってみすこ, ﾡ積ノ町歩富ﾡラク2石 

。 スギ株に ついて .回帰年今年状幸 /o% を み フてﾡﾡ 

すろ場合の今 ヶ坪向の収支 計ﾡ は、才8、 ヲ表のよにな 

る。

ﾡち今 ケﾡ店 の利益は ノ38、2a○であ、坪平サ
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2クa。 ○円 ②利益Y なリ, 尚支出の大ギは 自家労 力 

てあるから あ所有 着②所r得は受 に大さい といわなけ 

ならないのて ありす。

オa表 今須支表

ﾡ 別 全 額

司 お、責

ﾡ責 2ク2o

4 /5o

好取責

ク○○o

坪ﾡ

計 ノクヨラの

オ表牧 入

タ 入 - 支出= .差ご残ﾡ
3 クク ー ノクタ。 = /ヨ8テ4o

数 . 登 名名金を

4才 タク石 /45o /<o. 4so

杉 /タ4 a o ノ5, 合so

計 /とヨヨo

• -23-
メ上 今須村②況Y状イそ送の内老を大ﾡ申上げま 

したが、にをもヒにして ﾡな至潟② 実定 、こ い う 立ﾡから 

受約致 レますこ、

(/) ﾡまのそ営画ﾡは小さく 今反赤満のﾡ家がう2%をし 

めており ・ ﾡﾡのみでは 大初幼生計が立たない .

() 山林所有規様 と業 芸、雪 碗督 カヽー大体 に おい て 比例内係、 

にあるこ と、山本木所T有 日 逐(であ っ て 、今町赤満戸 か全 

体②55 %をちめ ている。

() 賃等収入は 主セして 本ホ業岐で . 音ﾡ、以炭 、 伐洪 . 

桜材、製材、博九. ホ製品産拳 多に巨って 頼株の形 

て行わ ている.

メ) 伏伐体装 は 比i的小規横所有に立っ たﾡ堀4た <a 
に示山用 づ る 自家5に伝令 いている、所謂 白作 x的 林業 

てある C

( 小ﾡ種 上に、報 直後みものから4o～ / 0○与 

生スギ、ヒノと弘させて、毛耳 我口 数ﾡ に 賤 卷桀 

汽の 上 に や株収入 ょあたえる小ﾡs 産 である.

(4),ホイ材業は、ﾡ言イ*ﾡに時別なおﾡ雄 必宴 とする. が'、
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小ﾡ機産 と 相イ つて出その1② 加エ工程さ で . -ﾡ作 

業 し ている も のか多い。

-25-

・・ オホ木 ﾡ 本 の 合理 日切 ﾡ成

メ 上偶島県-ﾡ村のS部と岐早県の今 須 村 の経そ 済実戀 

を行る介し ま L 元み、. この二つの場所での経ﾡ王体のおか 

れ ている 4条 件 、 ﾡ応の ケ がほお今り こなったかと足 

ます。

このニっの実例と通 じ て林業経官のあり 万、装本的な向 

ﾡを考えてゆきたいヒ思い主す。

林業のﾡ急を服部布信食は . ﾡﾡ的林業どﾡ取的林業に 

分搖 して、前者 は「森林 の仕立 手入 に はじぎって、林 

本の搬士2終る も の てあ ろ」と定義され後者は自然の 

生注つか 、 る 原始林 の 伐 探施 出 で ある」と規定されている。

払は こ ・ て・は山村におけるﾡ系経斉の分ﾡの場から、 

直接土地に 結ひつい をもの、と. そってないものと云>意 

味 で次 の 樣に 分 けて見ます。

(I)者林生産

(2) 伐 注エ生産

前 者は森 林生ﾡ の 段 階 てあ り)後者 は 森ォ 生産 -探宙 加 I
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エす る ﾡﾡてす ります 板 本シ材 . ﾡわ木製品加工製炭 

キ皮わﾡ株豆幹 ﾡ家の自 字ラ物 て行われ る 木材加工ﾡを今 

し= のてあまナ ・

この二つの段階に分け て ﾡﾡ経済の場か ら眺めた場合 

大者分の ﾡ 家 で•は 後者の 郢 亡1 は決定的 に 農家経済 の中て 東: 

ラな位置を しのて い ろ . とれは先の矢例 :証正明月 したよう -

村ては負の官会生産りゃっとてあリ 、 ししろ購入に頼 

らなははならない 愛 戸数 が多くとちめこれらの 寒家の 

家計はいうま てもなく 兼業か のル入よ つ て確持さ れ ・ 

從 つ て 毎年ﾡ足 す へ き家計へ の 賃幣入 3ほ iほ一え て あ る 

ことが望ま しいの てあ り)ます。S教落zおいて . 原木確保 

業が紀えずﾡの的Iにな るのは この故てあ ろと定います。

之!z対 Lて有 オ本部E「zついては 主かいさ > かってい 

ます ^ •

よくいわれる ことてす力材業生産の長期性利ﾡとい う 

言業のえ り 育林郡門 ての塚タ入は用 材オて三○年 —— 五○ 

年 . 新表林て十数年 一-一 二+数年を要 する , その問 界有的 

な支注を伴う。ﾡつて .家き計する神充的入のﾡ味はは

-27-
甚だL くう す イ なって、余程の山止持てない確りは、冠葬 

市 気 新業専不 時の主貢z備 えるた めの貯蓄的 味て

し か、的心受 示 こない。

その地入ﾡはめずし も小さ くはない か、零細衍 有 におい て

は 大期的 収 入として ﾡ待 L得ない .

さ て 林の P 有 規 つついては二つの実例をあげま した

め 全国的に 兄 を場合 と う てお らう、

第ノ ○表___私有の 有規接別ア数び面積

面宿階層 林野有考数 今比t率ッ% 会比 率 %

ノ 町未満 343ケキア
ク 3 ノフク/千町 / ケ

/ - 6"町 /◇ケタ 2 ノ 2.ラノ多 2 6

-一2○町 2ケ 4 2.8o8 25

クゥ-。 町 2 /398 / 2

$。 ッ上
ノ o.2 2. 3 ケ 22

t 5◇e2 /2o ノバ3タ7 /2o

T有者比報は一町未ﾡがク3% . 一及五町末ﾡ2/ ッし
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即 ち 五町末ﾡア か"ク4 %とL めているこ とになり ます.

役つてか ゝ る家組 所有 て・は 山林経るに対 す るﾡへは乏L 

くな 、 ﾡなる 地主的経宅こ任せられ る ・ ヌ式ﾡ家と 

いわれろ人zおいてち「先ﾡ代 々の山チ氏くする. い、木 

2つる」という林葉技術的ﾡかﾡいが 木オ相目場にま 

差 し てクz L て オ とﾡ く完ろかという 商業的利益び走 

て . 林ﾡの経すそ斉的な同が乏 しい .

ヘ ・

こ らは何中 も林木の長期ﾡ生達とい っ革実z殆て経そ斉計 

算をﾡりﾡちなのてあろまいかとﾡ う -

從って 経及合理 力匕の一 手殷と L て . 最ネに中 LまLたと 

ころらー… イネ続経営 と可ﾡにナる林木 資末 の合理的ﾡ友を 

陽題I2 ・ たいと 思い キナー

私有林業は長ﾡ生ﾡと い うﾡ殊性の上Izﾡ組規 Izたつ 

て い る同上、成採 や援林顔度 は ごく小さいことは前zi 

へ2 の て あ る が 向断 年数をなるへく 短くしてゆくめて 

は 、保緝生超の 可魚. な形 に 力 つてくことか琴である .

経営 は土比 オカ . 資本という経考 三ﾡ素の 結合 の 上I つ 

て お'り すカ オﾡの)ﾡAzはﾡ向的な制約ﾡそつ右ﾡ物

-29-
の生産てあって な木 の 構成状態か 重要な善味 をも っのて、 

林木ﾡ本を独立の経客要素と し て 追 して考えること か多 

当てはない力と思いす -

何故ならはの産業ては土地 か内、※本の合せは可 

表的て長類 2琴せず経遂主体の室亡経き目 採にﾡ通 するこ 

と士来る の てあり ます が.林米の ﾡ合z はそれのみ ては 

君成 出 来ません ・ 林木は 器械 的に 附カロ 出来 ない時間のか

る 有機的 主産の 結果 てあ るッ らてあり ます ・

それ故z 私は林業 経営zおける林木の合理的構成 の 必要 

性ヒいっ事を張く主張するのてわり ます。

間 は株 木のﾡ育上ヌ 仕立 て る 林木 の用にﾡ合さ せる 

高に用 いられる のて あり ます が、私はﾡ条経系の立場か ら 

こ 才 を利用 Lて ﾡ続"ず L も 厳格な 意 味未の 続で a く 

又 収表 ヒ は 物 貪 的な 量 より もむL ろ ﾡ 第的 なさのをさすと

ﾡを規制 することによつて ﾡ表経済にﾡ合す ろ林業紐営 

の合理化の 向1額zぶ.たい と 思いまナ ・ そ こでか、さ構ﾡ 

のもと に考 えられる 場合ﾡ正規ﾡの問題ゥ あります。

経区主体 の所有規*はEIz 次知 Lえも のとLて 本易 Iz み、
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えろこと来ません。

-3ー

共同製炭 によつて ノテoを製炭す る z は 2打 タ反 で 足る 乙

む L ろあたえっれえものとし て 注発すべき が、そヨ てア る 

と起いす。

問題と なるの は.技術的 経済的に 考えら 粗 る正規ﾡが あ 

I). 林木次本の合理的ﾡ政とヶIzなすべさみの基準をお 

える 根 ヒなリます。この外 比 株牛 ・ 経 主 体 の み 

かれて いる 経る落的社会6件に も 左お されます。

都路S部落の実例 z示 しま Lたよう Iz林野は必ずLも林 

業の用い2供せられるのてはなく . ﾡ家経斉は篠合的経ちて 

あって、そ の上かち株軍地ン ダ株取地 . カ ヤ場 として使用 

せられ 、 これは実状z応 じて具体的Iz決定され るのてあ り 
" ・

ま す ?

Sﾡ落の場合はﾡ去zおけるﾡ遺もあって .代ﾡ入は 

A 層の一きてユ い り 家計2期待来な いz反し、今須料 

の 場合z は、2o 年-ノ20年高ﾡをと t) ながら そを期 

待払案 るのてあります。 ・

ﾡ家の副 業製炭の場合都ﾡ村ではク ヌ ギ*なら ば年向 

3oo集の 製 炭を継読 す ろ zは五町サ の 新炭 林が、あれば良く 

とそなります。

又 用材林 なら ばス ギ4o 年生で/ 町サノ クee 石として 、 

5町サの山林があれば25列田 , 2町サのム林所有著なら 

ば毎年 / o 列田 の押入を あげる こ とが末 す .

かく て林オ木ﾡ本のﾡﾡ家経済Iz&ぼす影容は益の 

頻友と ae対頼z あるいら 林木 資本のﾡ束が合理的に 実現す 

るなら ば、

(/) 土地、労カ・ 本く林木な本を含し) の合理的組合 

ttz よって 自分の 目標と ナ る経該方法 とて き る . 

株 つて経営合理化が可「能のをキ く

() 林業収益 Izマッチ Lた有林業と しての 生産ﾡﾡが払 

来上り ﾡ家全体の経送規様を拡大 ナ る。

(3) ﾡ林、ら加工部門まての一貫生産が可ﾡとな り目家 

労ﾡと計ﾡ的z利用 生来 る ・

() 定期的 忆收入 を期待 L得て 経営浜の支士が容易にな 

る。

(5) ¥ る財産的 貯ﾡ的所有 と 見な さ れ る ﾡ始例な継皆



-32-
ク ら経斉的経診 を4行 う 式そあ たえ る -

め < て経営主の もつ色々 なﾡ件と 考え な oら合理的 な 

個別 ﾡ経送条を才立 す る 可丁ﾡ性が生れ る と 思います。

この経営察は去正林足 ょって 表現さ れた物的組織 と 

ﾡ○ホす ろ の では た < 窓易 1z経済ﾡのﾡ化Iz室応 Lうるよ 

つ な 弹 力性騒通性の ある計画てなけ才 はな らないのてあ 

ま す。

さ て 今シ話 して多りまLたことは、徳易 のところ 森材 所r 
有着を 小森林 生差 着 —— 即ち 小商 生産者 —— zﾡ < 結果 

となるの てあ って . 從って こ っいう経きては大ﾡ樣経巻の 

利 点が"阻宅さ れる。そして 生産の立場めち ひとり ひと り の 

彼小生を着 として の共同作ﾡとかﾡ認の共同化が替ク ら 

主産能率を考めるめ z4行〒われえのてあ ります。

しかL 資本主ﾡ経落の発震 Iて後つて 称L い起味て大資本 

1z対抜す る川、独立生産者とL ての 牙f代 的9な協同 組合わ考え

ちれて 来た の て,声)り ます

-33-

、十 担糸

代 的意味での協同組合の本汽 を考える 場合 Iにつね2引 

今z 当 されるのはロチ デー L の原則てあります。ノ9世 

紀初 ロバー ト オウエン そよつて ﾡ也ら れた思想的 貲 景 

のもと にノタ4年委国の 中小都市 ロッ チデールにて2g人 

のフランネ ノし工場 の 職工連中 か、 2s ポ> 卜の注資とて . 

一つの 消費紐_ みた組絨 L たの であ る がその根本的精神は□ 

ソ チ デー ルの原則 として知られている。之 を協羊 にﾡ介 L
すと -

(/) 組合 員 の 表決 施 は 平等 てわること ・

この 原則は一切の領合声対し てﾡ合のき決機ﾡに 

対Lて は一切平等の 表次権を あたえ ている。組合 更 は、 

生 資額いzは内係 な し 忆一 人一票 で, あ ろことてあ) ます.

c2) 政治及ﾡ救には全然無ﾡ係てあること

此の 原則 は組合は政ﾡ及宗製には全然中てあ る べ 

き ことを主張するのてあり ま とて . を台力をもつて額 

今買の ﾡ業 な リ) 経落状態 を政巻 して ゆか う は いう わけ
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であ ますっ

(3) 組合の利益と事策 分妻により額た同に製戻すこと 

協同 組合はﾡ本の 団本て た < ヌ今ﾡ外 の 者に 

組合の事業を及ぼすべき でない、従って組合に利をか 

あ っ た合は ﾡ備全稿会そ の 一切の1却全 や ま 資 

z十すろ丈ﾡ利子は除して . その純利益はﾡ買高

危 し••て域戻し を 行う ので あります。株式会社のよ ラ Iに 
ﾡと対する利益配当は認めていないのてあり ます .

こう てﾡ合ﾡは資本の利延をはウる団体てなく L 
て . 組合の利益 2 はク る真の相乏*助の団体てあ る と 

いう ことで 組合に対 し起実性 .後 着性 そ増す というの 

て あります。

() ﾡ合声を教育すること.

銀令の利益2よ% 2差引いて. そを積立て て おいて 

組合 勇 の 教ﾡ をする。そして 教育 のない、技術 2 も 7 て
いﾡ者Iz一の 矢職 をあたえてゅこう というのて 

あます。

ヌ組急力ﾡ有 的 て ある こと は 核敏 者 を乙 行 は なく と
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も 組合の経送負体が数有的 てなけ れ ばなら な い。ﾡえば喜

ﾡ録行なち は型保さ えﾡ株す れは英用 か 力何T であっても 

平気 て“越 して くれる 然 る2組令にあつ てはその資金の使 

設か•問題て、•あっ て . 組合員の産業なり経落の発暦にﾡ奨す

ろのてなけれ は女I2確実な係があ つて を 賽さな い 匕 い 

う わ け てあります。

以上力、-四原則 として 額合をﾡずる本六的な も の の考え力 

てあ) ます。

(5) 其他方 の善通の 市価 ともって 完却する こ とﾡ組令の 

販売はﾡ売主希てなく Lて一般の市場価枠てる. ま算 

Izおい て 純求 基が あっ たﾡ合組合下 Iz割! 戻しをする。

(e) 現全主ﾡであること

掛売をゃろ と全ク帯り 失敗に終つた例が多 い oてロ

・チ デー ルの先駆者 はこの 原則 こ ﾡ守 4 たのてあ り) ま す。

(7) 品ﾡの正確なものと正確な登目て虎却した、

(8) 額合のﾡ は組合貢 の神弘会み (zよ つて 麦応する こと..

ロッ チ デール の 先駆者 は火上の 細令原則にもと ずい て 経 

営 を始め の て・最初 は土請 . 日 曜 z けナ同業 d て 又8人
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のﾡ工がﾡ者はﾡ売係と な: ・ 考は土納係と なつ て 車数 を 

分担 した。こ のや がて 美 国全土 と 又 世界 と風ﾡL 2ﾡ費 

額令要!z 発展 Lとのてあます。

ドイ の組今建動の先駆者 はフーベル、ラッ サー ーシュ 

ルェ 及ライファイ ゼン そあ ・ます が 日 本のﾡ業ﾡ合まの 

装礎と なつえシマルエ そそこ て紹介 Lそいと 思い ます ・

彼はノ8クタ 年z靴ヒエ及物師の原組合を テー ) ッ テ 

I 乙但織 /. そのるあ ま すが 各々の 手工集 者が大資 本に対

して 発展し てゅく た め Izは掌の去て も共同作業所の 

ﾡ去ても なく包助の力z待たなけ ばな らぬ.個々z分れ 

た小手工業考の力は極めて必弱てわって 、 それ故各手工集 

考はﾡの 力 と共同 して 扶助 し 合わをけれ ばなち めという主 

旨 マち リまして 、/夕4 夕年に組載 し た問令zおい て は大エ 

ﾡ主が原料あの入れをﾡすと同想のﾡ牛!2上つて 、 原料 

品のﾡ入 をなして 共生産キは これをﾡ同に販完することに 

よって有利販売を し 斯くて 手工業者は大楽本工場Iに及L 

て け る と じた 。

L 七・ﾡ、料斗購組人2なて はその原 料呂。は現金てﾡ入な

-37-

士 字す 何ヒか Lて ﾡ全を傾7す る額合E ち用事 業と 

要 とする に 至っ c、そこ て零細な手工業者がﾡ令を組織 し 

て、その 組合貝が互に証の ビ位に立っ ここよって、ほ 

かから用 を安けること、L 麦にノ8○年にﾡﾡ組令そっ 

く リ)之ッドイ ・ Iこおけ る信用組今のﾡ主 り てち ・す。

後 シェ ル〜エの努力 そまって 、 そ の原 則を株用 し て 、 

/夕e ク 年プワシャのﾡ集継各組令去が制ﾡせられ .ssラ 

年の トイ・ 産葉藩祖合法は 日本I2おけるﾡ業催合法の圭 

税2な つたのてあり ます。

ニ エルエの 用領合、の原司 は次の そのでかり す.

(/). 経を済上の信用にﾡさそちく

(②) 中小工業考3をﾡとするﾡ上都会的であって、L 

ク L 組令ﾡ の城業Iこはﾡﾡ しまい。

(3) 領合言は株証ﾡ任でちること、-友限度 以上の 黃任を 

1 ない .

%) 非資組合は望めない こ ヒ ・

(5) 持分のﾡ衰は自由とすること 」

(と) 紐人の利益は次 対 しても 配当 とすること。
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() ﾡ合の率務は有ﾡの理事ヶ行うこと ’

(8) 福合の事業 は原と! て用事業のみに確ること ・ 

(シ) 準備全や積支全について も 組合勇 に持分と認め ろこ と 

(o) ﾡ 用組合の中央金融機決 ・z対 し てめす山 も 専属的てロ

いこと -

メ上.イギリス ドイ z殆け る最も 著名な 李例つ ・ 

て 二原 則 & 認イ介 Lえのてあり ほす。

日本の協同祖合の沙ﾡと見主すと、協同組令という広義 

の起で は徳)川 a Izも児ら れ無妻ケ人額報徳社ﾡ力 あ え 

しか( ・ 委f代的落味ての協同1組合の場から森林ﾡ合の発 

展を見ま すと、森林組今が日本てとう いう 充ﾡの経 

移をヨつ て ﾡか示協同組合の 剛の下zこれとﾡさ主 L 
て 見た場合 ビっ い う ことなろりつ いて 尚単zれて 足

zいとﾡいます • . ,

ず禄林組合が森林去にかて法的な規実 そ さ れた の は明 

治4○年の 改正表木 法z茨て 始め ててありましてこの中 て 

組合の設立の 目的ついて

(/) 共有本の名有考の協同して主伐、收茲、その他の

• 一… ,
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-7のﾡ業をなすこと .

2) 森林 の 各 所有 者 か、協同 して主,収量 . その他 一切の

業 をなすもの。

(3) ﾡ同L てﾡ林産の理搬zﾡ要なる工本そなしユつこ 

加 を 確持 すること。

(4) 協同 し て ﾡ林の危ﾡ防止 2なすこと ・
・ 、

以 上種のれ ク、を 目的とすろものでする が明治3o年 

の森林法制定の 場合化 は ・ ﾡ今z対すろ規ﾡはなく 河 

ﾡに茶て 公布 L たﾡ業組今現則 によると あ林の 保飯 管理 

とい っ点に重をわり、れた 土地 御合 とLて 性ﾡの強い 台 

のでわまL たか、、帆治の 年 の改正森林 法 で 共同施設 

を目的とし た産葉出長政業 を と注しもの ヘーサ 前 

したものと考えられぶす。 ヽ

• かく て断治42 年以後問令規定は制定せられため結戒 ' \: 

は すu も田ﾡIz は行 わ れ ず調 ちん4手 に森林組合都立 

美馬規則を公布 し て 国土保字ア 至治水に内係わ る組合の 

製立に、ﾡ立業湯全と交付 Lた。要そそ の他の 一報組合 

Iz対 Lてe 事業の 計 画及設計た 必要な栄用に 対 してボ
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低ﾡﾡ全を ﾡ通 し た ・

ヌ大正/5 年か ら は林ﾡ夫旨徒認く動成全が交付さ れる • 

ﾡ. 案道. 木湯、 ホ紫倉ﾡなとの夫司ﾡ用のための

認の 助成が森ﾡ組合を 画通じて 行われ で. この中でも林

通は主受なものであった。 :

こうレマ 昭ﾡ ノク年ごろには ユ.と○○ﾡ合かﾡ成せ ら 

る に至ったのであります。

ﾡにﾡﾡノ年には森林をが大改正さで、ﾡ業索の 

締球及び 実ﾡが森林組合に 対する 室号委な課ﾡで あり. こ 

のたのには比浜制度のも とrに経済市ﾡを宏行し得るﾡ力 

ほ垣合 の立がス乙められた ので あ ます。 大 山林 所有 

若に対して は単ﾡﾡ朱をス とめるが、 小ﾡﾡ所有者に 

対オレZはﾡ合業条を編ﾡした上で - 団の森林に対す る 

経宅計画なたそる。 印ち、 全体Yレて保続さﾡがたち 

ニっに夫 同ﾡ教を矛 用する 合翌的ﾡﾡが失 現されるわ 

けであります。 それ故に組合は, 組合緊各白の経き 

・

旨 向そ 経森力も何れも 午差み引 であるに か か わ り ず、一 

-の 方の 花ちとに. これを規制しでA理ﾡを追末してけ
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く政撃的な森林所有 者の条団てら ろといい う るわけてあ り 

玉す。従って森林組合は戦争の継悪につれて続ﾡ経そ永o.強 .

化 さ h ろ が計ﾡ生差 ・深材の 雨給を 担当 す る 公共的性生* 

を増 し 帆謂イ共木 組合 化 tzヒい うてﾡ言てはない のでり

す ・ そ れさIて敗戦後よ領政 ﾡの一環 とLて の林業政繁が 

ﾡえち れる に王って田氏主ヒのMに沿つ為林組合のﾡ 

ﾡか 争 ひ て a ゲ 的y を味 の協同 組合の 本ﾡを備えるに至っ

のかBさ利 26 年の 森林去の改正であ ・)ます。

日去 てば 組合は森れ片有者のた めの 組合 でおつた ことは 

当然てわるか、尚公共的な児ゝのらも 考定亡られた半公益

表人的な制!入の土iえ急細ﾡぐあ,ったのてあり ます .

■ 新速乙よる場合は専ら組合員の自主的な系事業の2行

を 主体と L たものてあり ナ・

くりかえLて いえは春林組合が「ﾡポ乗の領京ろびこれ 

I2基ずく ﾡ業の調整zよ る 森林生達の保越を図る こと」り、 

ら「森林ﾡ有考の協同組織により ﾡ集の合理化とう林生産 

力のﾡとはり、リ・森林ﾡ有考の径済的社会的比位のﾡ上 

そ期す ること」Iz、その 性生格か、"協あ同1(且合も I 乙根本的 に装イヒ
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Lたこヒ z応 じて . 森林組合制度の考えャ もﾡ用 も 示再様 

計されな t れはつないのてあリます ノ

それ ては ビう い う 点て 協同組合事神 り考蔵さ れて いるか 

と中しますと、独お抹止去弟 2 ﾡzみて 頑定され ている 

み つの係牛とし て

(/) 小規様の事業者又は消責老の相互茨助と目 的とするこ 

と

(2) 任意設せられ . 且組合員が任老z入L . ヌは脱 

愛すること わ 来ろ。

(3) 各領令頁が 平等 の権 と有すること ・

() 組合員z対して利る今配を行う場合zは. そ の 限度 久

法令ヌ は定 z定められていろこと 、

上 四 つの 事 項 が協%同 銀合 ヒし て認められる 共麺 的 な制 

ﾡ的特徴 をなすものてあ り)ます。

森林去 て は (/) ラから み)号 まで を (法2・ク。 ・24.97 

ノ2ク)z ち い てﾡ定 している。

協 同 経・合の 本ﾡ は 経 落色 なる者 力、•清 本主希的 大 企様z 対 

抜する れめZ相及妖ﾡを 目的YL て結合し たれ団てある の
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てあつて、改工存林去において森組合は始めてﾡﾡ2こ

のこ おいて考えら れた のて・あり ます ・

かくて 小、森林生産者 であろヒいっ 、 包ﾡの上に立っ を独 

ﾡ晃生番 として の協同1組合組補か、考趣.は れなけれ ばな ら 

ないと思います。

即ち 森林 生現力 の 染とい うﾡのみてなく、生産ﾡ程と

麺ﾡ程をﾡじz部あて の資 本主義経斉にﾡた L た組識 

が考えられて始めて私有林経送発思に対す る一貫しあり 

ガカ規定さ れる ものてあろと起いす。
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六. む す イ

以上, 私は払有経営のあり方 合理的経宮志式を送状 

する 基本ﾡ懸と し て 林木ﾡ本の 合理的ﾡ茂Y. ﾡ同組歳の 

ﾡ題を法べ て=たのでありますが、 こ>て 最初の 発点に 

もとっそ 合理白な経Y は何かに ついて 実徳調査を 通じ マ 

明っかにしたのでありますが、興に一般的に経営の主体と 

目標とをはっモ りさせて、 合理的なる もの、意を ﾡめか 

忆 しで みたいと思います、

日本の ﾡ奈は 家細経ﾡ に立っマいる小換で、 この中の

7o % が山持であ ります。山 の経は 大部分こ れら のﾡ家
I .

が垣当 しマゆく わけ であります。 こして との 殿 粢経常 魚議 

はいうまでそなく. 家ﾡ労作経宮で あります。

だから 日本の 林崇経ﾡを秀え る 場合し 東素に足を つきこ 

んだ等合的な経ﾡ組ﾡの 一部門とレて 捉えで ゆかなけれは 

なりま せん

ﾡ本ﾡ左門士 - 家ﾡら経宮はが立レたﾡ家の自
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主的 乙営 であつてそ営における秀力の利用方去は名ﾡ表に

おいて 自士的て 天実する ・ と そがって共産王長回にわいて 

みられる共同軽ぎ ( コ ルホーズ) ヒ は別個ﾡﾡに属す る も 

のてち る。もとより 家族労作的ﾡ家は互に結葉し て 協同組 

合 を 組継支 する もの カ、'、 多い かハ、それはあくま て・独立 包 主性を 

もった ﾡまの組合て・あ ・ そ4 ら来家の め そそ れ ら ﾡ家に 

よつて 号され ると ころの氏主 々 義 的組合 でぶ る」とiべ 

少れて いる これは良 く ﾡ家の実際を分析L た言業てあ 

つ て 、 永くは この上zっ林業経営者と し てのら ﾡをﾡﾡ 

ととているのてあり ます。こ のこっﾡり経営の目標 

が落林米の生産費樫を画じマ 中束る式多 く の持続的な所得の 

求zあ る こ と勿論てあ ります。

林木 資本 の合理的構成 及協 同組識の ﾡﾡはゝ上の ことと 

前授ヒ し て 始めて正 し い の て、ずし も 一般的 zﾡ用さ L 

るべき てな <例えば不柱地主 ・ﾡ絶生玉考、極小薄細所有 

者z対する 山林経学 は又別の 考え方か、、'残されて い ると思ひ 

ます。

問個驯的 経逡案の 主張 I 乙対 L て 改正森林去に考えら
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ﾡ合的経営柔とﾡす ろも のてはた いのでPつて . あ田 

博士は森林組与論の中て組令ﾡ米柔の特笛とL て ・「一ﾡ 

の森林領合の ﾡ業条は各経そﾡ主を契にす ろ 多数の株主の 

経峯計ﾡを線合 L て 全本 とLての れ示錠 営体制を ﾡら ・る 

点てﾡ異性 と有 している。組合 ﾡ 各官 の林*芝z ついて 

見れは比較的広いﾡ務声そ持つて いるもの は毎年若干 つ'つの

株2 常し 、 ヌﾡをﾡける ことも 丁ﾡてあろり.小・林主 

は 十 数年ヌ は教 十年目Iz ゲ ﾡ zﾡの士末る 典型 的 向1 断 

1合業てあることもありう る。を か、此の 女ロ く 組合貝人の林 

業クち いえは向断作兼てうつ ても組合地技全休のら いス は 

4神的業とな るよっ な森ﾡ附 とすること、 Ez各自そ 

の経そ営落走とそ茶ﾡ力を契z す る 乙拘夕ず. 彼等の経済行 

ﾡを一の枠内てはめこんて. 統制してゆく という点が組 

合施業案の特契性てある」と 述べられて いきす。

細み施業案の烈I 無 は又別イ回の問覆.厶 して とリ あげられる 

べ き て あ り ま す . その に経考 王体 の立場、経そ営 組誠。の 

実 ﾡわ、ら 嗾羅 することは軒されないとﾡいす。

森林組合問題の研究

旨 次

二 森林 組一一 周悪方 論....... I

二、 森 林 編合 め 現 況...........  8

三. 森林組合の本債に対する判 .... 2 I

m ﾡ業 協同組合の歴史的 発長 .....  27

五 協 同組合 ........ 32



ﾡ林ﾡ目合月題万言

舟、林合の向向ﾡは巨な林政の 中バ 的課選 として とI)あげ 

らてeた。 しかも 向選の枚前日 もっピら 菊林- 頁有む- 

にけする 行政 に 領ヤ ニていろに もかかららず. 卜きB

系件牛に昭ﾡしてアま色ﾡ約夕2 も って論 試= れてさた, 

ペ教後 と みいて ち 銀区票 ②-環こしてﾡ主々 義確立 、

生ﾡわ 売展 o 向国が'唱え らて ﾡ地改 を 一連 ヒ し た 諸政 

ま かﾡ村c 秩房 と番市に 製ﾡ的りな安 をもたらしたこと日 

問知ロの事 であるか、 そ os局。 ﾡ色か「耕イﾡ民 にその 

右 仇 0 成/を 書 瓮 す るの 本会 をあをえる ニヒ」でるる

い。 基本能な視ﾡ にユっヒさは . 表多の 論該か授 さ し

<いる。

そにしても - f能 に 土 所有 を 通 じて ﾡ素産備 

ﾡとせたこ ¥ロ ち領東 と し て o一の炭と収めた

t のv して高く ま千イ1 二て いる,

こ にレて下有 林の兼a 基本的立法で あ み ﾡ林法の2 改 

正日何なる革新的ﾡﾡをあたえたであろらか、ﾡ林法②
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ア史 明治 4o 年に始めて 判え ビ ら Bi /与に 根本 台 

に 改正せ ら れ大ﾡ② ﾡしを うけて 圧史 的り発及 さとげて=た 

が . 今 o 改夕正ビ 占領政策 ② イ介入 にっ< 割期能なものと 

レ て ・ ぐ冬執後め 混ま し た林政に あ、いて 新し いﾡを貫ﾡ し 

ている ヒ いわていろ。

すな ちみのうﾡ日 B和 2今年 ユ月税 司会税 から。物 

きにもYづいている。 ステートメント ②要実 材

・ 林ﾡ計里②ﾡ放とそ②逐行ゐ貴任日中央ﾡ府が負らな 

け日ならない,

み) 中央政府は林紫計里について ②才限を都道戸塚に委任 

すること がでさる、

ラ) ・ 林業計里の そっ回ﾡ込いうまから 林業計里が術放さ れ 

丞行 せらる 林ぎﾡ業、単位 にお<② ホ野 か旨 色せら ta 
ニYを必季とする. .

と) 林ﾡ計愛②迫切なﾡ行を棚するため中央区府反びﾡ迫 

府•県 は迫切なﾡ術的ﾡ助を しな 日iなら な い J ﾡち - 

人スロ ー人上 ②林業枝ﾡ者を 合林送ﾡ株単位に みく .

今). 市ﾡへすためのる有林2用材ﾡ材の保ﾡ、 加

-3-
エ ② 芝ぎ行為 日人 ②責住 である,

と). 当数行為日 自由加への協同組合主意に甚いて組伝会れ 

る 民有林T有着の団ﾡ、ﾡほﾡ有林育者ﾡ入 に よ って行 

wつ ばなら ない。

宴する にお林法の改正は . 国区ﾡ化政ﾡとお産ﾡ需絶 . 

ﾡﾡﾡ廃ﾡさ ギパYする 内を規文し た も ②であ る が . 

向超日む しろ前ﾡの呉において ﾡ林有 団体にする 政■廉: 

が. 従表の老えうから形去 したちのさ もっているﾡにある 

であろろ.

改正書林法日称林組合切足 につ いて-穴の結ﾡを あたえ 

た ・ 森林領合 申長の 改正 o ・教の ﾡ定 にっい<,, 

/) 組合2 展 をそのふゝ 佳括 してゆくこ とが景 もい 

とするあ

2) 組合の幸拳みうち経ﾡ寺謙をﾡしてﾡみ土ﾡﾡ合 

的な しのY し ての②森組合制及 2そえ、 潟幸数に っい 

て日別金に協同組合ﾡを設けるここ、する説

レ)森林法解謡 おﾡ汚経湾試ﾡ
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夕 あ所「有若っ協同組伝とん2み奇ﾡ組合判及-本て 

す 乙こするあ

2) あ林所有者 ② みなら すな形 ② 才不様ﾡ - (よ 各め たま 

w問ほﾡ且合J及とす ろ説

今) ﾡま協同組合と色体し得る塗をいて ・ ﾡ挙協同組合 

森林物同額合 ② 作 か② ﾡ同組目合を 住急 にとリ うるよう 

にする という説.

二 て右 0 色々 な主孫に ついてそ そ②主張す る 才塚と 

ﾡ由があったが影終能には(②説にもとずいて. 彦改幸 

が行 なられたも のて あると 立べ ている.

この会 に法ヒ お → る森林領合の実ﾡ にっいて juて 

みる 2とにする.

由粧合 は ・ 「ﾡ数系 ②編放 反 これ に 基く ﾡ券 ②調ﾡに 、

季様め林生差②徒を図る=と が目的Y二ていた.こが 

だめニ ーみﾡ ﾡ o 森林Tﾡ 着 日 原段) ¥ して強ﾡ力入にさ 

ってその所沖有の山林 は象合色 な森林き計里 に基いて 一つ 。効 

ﾡを美奨しめる う ﾡ 0せ 〜とする 土地組合 てあった、

し がしﾡ業奈ﾡ放の国鹿神動金麦付 に」って う方自

ら 施条条の 帝放 を行いそを 組合に 浸出 するこYにざって ・ 

式ちな 教天を す る ヒ止さった・ 渡業条の 内宅とするとこ

ろ ・ ボよ生ﾡ ◇候続、 生ﾡ わ②ﾡ進 にあ って . ﾡ々②

林所T有 ﾡより むし ろ-家② あ その ものか. 対 

象てあり. ﾡコ人の態何や利きをこえて、ﾡ組有規根にも 

とず<日本林業の現実、森林至惨ゐ長1他利雄、考にす 

るえ間をﾡ服して回ﾡﾡ的見地から、ﾡ本ﾡ力のﾡ迫 

をはから 〜とする政泰のﾡ現を、領合② 存在 に 認めた ので 

あった・

2 ② 良は太平洋学手 の勃ﾡに伴ら 救時体同へ ○住に 

よって、完全な実 生長 をﾡげなかったけごも. 以上o. 

は挙 e 特烈ﾡと結つ け< 林業生津 力発属ゐ上ムら 旧組合 

2確持合こせる という教錦が柔属 し た .

森法② 改正み ﾡ2 叔株か団体区主 にあるこヒ は首 

ﾡした通りであるかこの2と ・ヨ法の ﾡ合の取能 と 勘司 

和紀に = し前者にっいて M 凝林留■画剧度 ②お にさっ 

単な る 表林「有者み利 益代表ボ肉 こしての比伝に引きがる 

す結票となった。この実ヒにっいて 「森本去 ②評徴,」者は次
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② うヒ ②べている.

F試き二 も とず< ﾡ林組合 包実直ﾡに 日 政府 ヌ は 都追府 > 

暴 と森本所有者 と。 商②ﾡ絶本肉 に還さぬ のであり. 現 

在 ② 書林合 と 組合 ﾡY②向にがけろ 状ﾡ からﾡしてそ 

②名合活認の前金ドきだ eaる もの があ り、 森林所有者 

②国体が二っ法上放立す ろことあ 表山村の現状から☆ 

かともるえられた, 二の際ルレ<は 建4各本肉色5 なﾡﾡしか 

もため 、名旨色9な森林組合農日 かしろ排レて. 組粹の 協 

ﾡ 絶巨云イ ヒレて② 本林組合申 農 - 本運 をぞ当と認めるに全 

フたのであろ。

. 切ﾡﾡ本考業 ② 本負 からいって、協同組名Y レ て ②あ林 

経合の 発彦にフいてﾡ、ﾡ泰に会多の 向題が残さ れて いる.

な ・ あ林ﾡ合判農 に肉して 協同組合 阻熾に 依ずべさか

与再び 土 地組令能 なもみ②に あ化 サべさ かにっい<日 . 検 

試の余地もあろうし、社会至ﾡﾡﾡゐ務に伴って、 々 

② 幸索 も行わて表る ものと着えらる」とﾡんている。

-7-
みやﾡや・ 受た とえ 協同ﾡ合ぶ成立 したこレても、そ②基

銀は中の込い ﾡ会戸 をもち、各確の 系件を奨 にする 達所 

為者を 多数 ・含する以上、特球な -初み組合長の利用に委 

おらるゐみではなかろら か込いう疑向ﾡﾡ決さ て いな

し)o

未用の分雰であって、ﾡ禁ﾡﾡかか ゝ る発展を家レ う

二こ てだべらている よう な森林物»同組巨合に . ア史的に
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二. 子一 林木 組 百 6 チ ； 兄

あ林組合 ﾡの 改正 は前立の王過とフて法U化=た 

②である. そ 本 林所「有舎の 与論 ② 反快を まったわけで 

はなく ス素本所T有 巻②台送にもとずいた給告で しなく 

に為政者 ② 民主化政東 へ のn虎化て あり レかも 協同組合 へ 

② 移行 に は 周郵 な用ﾡかあったわけて もなかった。

改正後 に み け る 経E合 ②状ﾡは沢○よ うで ある。(/)

一 参林を合 及 名 運合 会 ② 現死 について 森本領合 菊 鳩 (昭 

N デ耳 /冃 / 6 日) ... 旧 組合 ②認立状況は二 6 与 Ζ ユ

月 現在 <危数 今,aze 組合 てあったか、新法ゐ行 によって 

ﾡﾡを及更 し新組g合にﾡ行し . ・変要ろ法期てある 

B和2 ク昇ヨ月ヨ 百現在で 43 と と ②新領合 ②政を見 

た. ^

その牧が ﾡ規毅 を 加ロえて 玲羽 28年 ○月ラ/日 現 

で は統本、今 z44 ②本本組合が設た れた、

百 ち 新組色 へ ②務行日非能に 円清に行われた わけである.
. ..........。 ... W.. . . .............一...... .・ ー....................・ー・*・・ー. ・..*〜ス〜・-〜、....*〜・..・〜.....*. -.....-〜...〜*-→〜*-〜・..〜〜......〜*一.....  〜.、

(/) ノタケ 森林合 及会 車合会 つ 現況つ い マ (素林紀合課)

-9-

ニ う 寺店 は 次。 様な足談会 にって 恐知で ・ る«/

大島「あ才合が希法の正で本負的にﾡり、 そ○7行 

がスムースに行っ た 二Yはﾡﾡ です が、 半回そこ に向ﾡ 

かチ って いるの いや ないかとい っこと も耳に するのでず 

そて本岩にスムー スにう多ったものゐと巻 えて い い てすか

植田「スムース に移行 したのは寺実 ﾡか、声選日ミ の 本食 

にある。従赤2 ・且合 は 他力 能 な老え さ で進んで いた.改 

正後。組合は そ れ は許さ れない。 経清田体と して自せ 

aビなら ん。佐泰 Q 組合がス ムースにﾡ行 したYいbれ 

る たけ に、そこ に頭の切授えかは ったり でさなかったと 

いうラミ はヂ っていると思う。 救からい え ヒ あ かく 

今,o○○②新レ いﾡ合かてきた。 そ が全ﾡ有株能を 

もっているか? Yいうと 向選だと 思う. そこに大きな

み かあろわけﾡ-------- 一 」

小ﾡr 本きは参本有者 か領合。必号 性さ 包党 し て 座り 上 

げて 赤るこ とケ理ﾡです息. そを形み上だけ て-ﾡ理に

(/) ノタ3～フ 赤 合 をこで (フ"リーンエージ)
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作っただけに考えうにってﾡいつまて も 承理かたた つ 

て行くということがﾡえられる 」

ス. 村子不=白→. ( 昭 ユワﾡ) におみいて 沢の 

< ボべて い ろ"

r e合 はつみたび② ﾡ林法のみス正 にリ 、その ヨ あ .

券② 内書 と 本能に ったYニろ ②ﾡ主色な新し い組合 

ヒ 希 殿能モ組 をしたのてありヨす。 堂 む ﾡ合務行 に 際 レ 

ては . め枚ををしてにと足を棒に して 合き ﾡ をき ね . い 

< と- か地元 戻② 税得に つ め る挙考に 万 全を 期したのて 

ありすか、従部 o 組合 ヒ 組合 言の向にあま り)に も大さな / ・

潜が生 じてあっために、 銀合② 不受崎とえ統出 す る 状況 

にありきした, 幸いに諸代内の協力を得て、殆んと一組色 

はﾡなく 務行 とれたのてありまる- しかし え訳 夜要にさつ 

てそ②きゝ 組合 が新 し い 組合に 移行て きる幸となって い 

た た め組合した 寸 ﾡﾡの菱ﾡえ ときっ た政 して、ぞ ② 内者 

にフいて も . 正しくﾡﾡこているかごうか. 甚だ推かし

(/) 森な計屋研察ﾡ表集 ラム

い表かありうす。-

上ボのように、移行の銀ﾡにおいて組合頁②自党の程違 

日 .各易にﾡ短出宗る②であるが、 日ﾡ合がも町村といら 

行 政区 岐 を 金 ヒレて あ立 されていた も②が、その ヨ、新 

組合に 引さﾡがれた ②て ある ・

こ 、 て-現在ゐ森林組合ろ実ﾡ に ついてふれて見上 ら .(/)

地 区 内株林

所「有為数 (

組 合 頁 組色加入

(o)正組合反 ﾡ・合 三 き

、タSラ と7 く 7 ノ2、a9a /S, 55o く ク2お、478 sクラ

沢表 は、出ﾡ規ポふのミ合ﾡを示 したも てみ るが、わ 

し < ・ 至ﾡ能規ﾡが小と < 出ﾡﾡ4o る 円赤満の組合がキ 

数ゝ上とちめ ていることほ、経合の事業活勤がや何 に食語 

なものてある かをや実に物話 ってい る,

'ノ 2 8-ﾡ森本組合、き計

(林ﾡ方 為、林合課 )
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・ /○る円 

本満み経合

/2～。 円 

②4台

3o 万 F

上み組目色

組 合 キ、 /メ今 ユ22と a4 フ 今

比ヒ. 幸 ) 2 イラ と / /・ 合 /oo

頁、かﾡﾡ の② 立場 を し

めて

こ た は承経合 いう

いるﾡ貝のキにﾡ、市町村役

つて いる しのかかな ②牧を

も の性認つ ている,

--- - -.. - -
聴京 ②いない

e 合 ク み o も 合

ﾡ 従

尋 休取民 / 人の組合

色数 N < メs47

。-
三o ヨョ,o

ﾡ頁②いるﾡ且合

合 計

奪従聴長 2人 の 組合 専税京浜ヨ人以上の組色

aと ラs2 S /2
ノク /ち /2oo

ン天 に 組合 。 装、う に 従寺 レ て

レI ろ。

こ の

勿ﾡﾡ設ﾡ について ﾡ次表の ﾡリ である.

--

審務 Tを有

する ﾡ合

手ﾡ所を有

す ろ 組合

-    - - - 1

不炭 急膚 

有みろ 額合|

経合数 44今8 4～
(e合然れﾡ、夕/z にする比今(%) ダクタ ヨ. / 「--

その 他の倉庫 

を有す る合

時本場を有 

す る a合

製おオエ場 を 

有する 組合

トラ ンクを

ﾡする 組合

森林を r有
す る 組合

ヨo 24o 今4と //

/sS、

(/ooP。 歩)

と. " 久 4 //o ・ / R o

ﾡ合 の業内客に ついてﾡ干る込 ・ 王潟ﾡにフい 

て ほ .

/、ﾡﾡ 生産幸ﾡ

関直組合 今,/ヨaうち 定ﾡを有する 組合 ラララ

( /タz% ) 、 多動話 画を台する色4タ2 (字«%)て

ﾡ苗生産幸挙よﾡをするﾡ合追査組合9ら。C/タラ
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%). 委託 生産 ・g合 クタユ(ノニ2%), 直宅反V委託 

差 経合 o/n (&/%) , 販売 組合 /ヲ/ / ( z5今%) 

となっている.

z . 林ﾡ寺業

区 部査値合教 産組合 取完缶合

危 S/ラジ ワ& ク2 a

tヒ 幸) /2○.o .5 ノ4・/

マキスラビは幸と レて季、 本、炭 ・ 新市でも己呂引②生産

ﾡ*死 は>て(ﾡ) o 通り であ ろ

-5一

\ 生施択況 販 飛 状.

備 考
や限但 
合 改 数 ﾡ

取ス ャ 
合 ﾡ 蝦 ・ 上高

条 材 <& S<° 42?
g 

イラク 必なクaぎ

本 來 /ヨ/
本 

ズ $/ /◇ $タ8 /s. と

二/<
、/22 / /アョ

年 
ク Sニ? /eo.ク5

et 、 ヽ ・ ・ <825355
3ヒヒ建EホホE新##' 
孑 P 日上さ 人S3ぷ円

一 つ 生ﾡ番の② うち ・ 負 内 生ﾡが宗オ メ今タ2 十石.( 今4/%) 

木炭クユラ + ( タノ%).斬2と ノ2 +歌( 46./%) ②多 

をちめている・ 販売の径ﾡは、理合会へ②取高かクく.夫々/2oo/s 

円(夕%). タラン円 (ss%).ムS25円(と.と%) とさっていて、大半が系紀代内外へ

ヨ 巨及売事ﾡ 付けらている. ﾡ合会ビの豊契めてうすい。

ﾡ 百5 、、こ
'ヾ

支 まモ. 状 ﾡ

3飽 \ 力\ た 数 内百内

ス合 数、 * 量 取組合*

組合 a合 +モ
a /フ/ 之ラ/ へ 6?2

家 材 /ラと /aワ 472
・ • *

不 炎 ・ ク ラ 4今ラ

イそ +
新 タ 之 ラ8タ ラ /

そ ② 他
— — . : - —

a • — — -・ --

三 ﾡ 同夕 完 状、 死

注 抜女 内運会会 ﾡでﾡ

引<ス合枚 完, 二 高 nマ合表 ネ 番 ﾡ上高

合 る +円 *e合 +モ
と5 < /<ムララ / ラ /、 S3

/ラフ イ5ラ 3タ、<e2 /ミ o
+、 +

7 ラ /マく o25 ノ ラ ク B マ ラク3
4承 ・ 千歌

ラ < /ヲフ/ マ, saと 二/ ノ s, ククの

ノ — /ラ ノaす a ---- 炎28
ヽ

--- --- < . — ・ --- - /ク2ララィ
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買ス、完 、

旦 合 ﾡ

内 達 合 会区完

« 聖 完 上高 取合敬 ﾡ 量 完上ﾡ

-e 
/84

毋
/ 合 S.二<<

*ae/ 5 / ○ 4-/aフ4テ

メフ/ メユ とs a ラ X 3 4ラ 3
</o2 5ヨo.ノ ク" 4 ク

子夜

ノョ2 ラ 6,7</
イ承 

ラ?。と / ノそ2○5 s ユ
子

m / / ラ<ノ4
ラ< ククと so — テ«と

ヘ/2ラo/ — — / /,4テ3

百 、 状 ﾡ

二らの 買取先 は前表、#く<合員 からの 頁取が圧ﾡﾡ

認 直

組 合 数

受 認 回 合 受 認阪 売組合

内員内 

受ﾡ合
統 数

・ 主 合 会 

スﾡ組合

ノ38 4ラヨ と と o 今クラ
ヲ 2

多く、ﾡ完ﾡ、は連合会へあ 出ﾡが少るく達色会しのつながリかうすい.

・取組合 言 取以ﾡ組合 受部 民

国東経合

R は、

・及 元 但合
蟠 数 内 境 t 

ﾡ東組合

鉅 *
内合会 

取 . $ 合

クク< ・ &ララ a2a 2oラ 3 ユラ
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火. 房資等送

自取ﾡﾡ、

取 合数 数 愛 宏 上 高

マ合 

◇o5
十本

4ラそ4ラ

+円

3m. フラ ク

2 /8.6ラ/ 75と /S

ノクo
斗 

28フ /5っ2

さ < ク◇s

4se 今/. ラお

a42ノ

ﾡ 状 ﾡ、

收送、組L合

受託購質得合故 巨取ﾡﾡ組合故

今,ノ38 ス/ヨタ 2ク25 二o

取品旨山行ﾡ木. 幼力きか主たる も ○て、受部購県で

はﾡ売 上高 夫々夕24%と S, ノ%, 頁取 ﾡ貫 ては 87

%Y4く。 % よちめて いる。

ﾡ後 に カロ エ以走 業及施挙、ま寺ﾡに フ いて商単にボ 

べると. カロ エ製ﾡ事ぎ祖 合 自 直組合 /s s ② ヘラ 

%にあたる 6/○組合となっていろ。 又ﾡ券要事ﾡを行 

う但合は <。 /合 (e.s%)である。

森組合 か改 正ﾡ林法 によつてうし く 発足 した. 少くヒ 

ィ 支 ②上てに全く 性格 ②ことなっ た引組合 こレて 誕生 し 

たはずてであったが、以上のべたさうに. そ人京にお
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い< ・ ﾡ本のﾡ炭において、 ヌﾡ合の軍造素恐の点におい 

てはルず L も 改正後の新ﾡ合が実ﾡ的には 通期的なﾡ化を

三 森林組合の本信に対するヒ」

もたらし たもっとは云之 ない o 森林組今そついて のサヒ判は邑々 な立場か とリら げデゥ れ

ている。 '

ここ は先づ日株林組合の創製 当時ク らﾡ成に 当つ枝 

ﾡ貝 の 声 を 摘記 して 見る。

春だ 文食«/のきを要約する ヒ ・ 「ﾡ林組合は本ﾡ的にはは 

整 落団体ではな くむとろ 町村 z 年 ずる 公公 団てある。歳 

ﾡ組合は采 し て 協同的経落団体が安当 てちるいどう か 現 

笑の森組合は改正森林法に はﾡ」はな い者形て ち って森 

オオ ﾡ今本べの在 り 方 と 改正 忘 の 根據 ヒ は根本ﾡに 緊なるの 

てはかろ う り、J.「森林領合の認立が*戦時下行はれて発 

足と同時I2戦時体制のﾡ中Iz投ぜら れネ咲の名の下 に

-ﾡ能株 を 姿制せ られて 木材新ﾡのの 7ケケ林オオろ 皮 

の 集荷 或は 生松 脂 の 採 取 財力張に利用 さ れて書林所有 

考の 怨 名 の 的 と なつ を」 戦後におけ る林組合 は樹崎 の 

不足、賃ﾡの暴購加えて ﾡ改ﾡz 伴 う 林ﾡの 解波と森

(/)ﾡ馬県及上存合、 ノク53一2 全時報
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林国 管まにちびえて いろ 森林所有 者 に外し て専らﾡ林を突 

ﾡし . 株林法Ζ々正zよる木代採の規制について, (合 

ﾡ 制 圧 の 場zつ て 答晩に お .1組合は回 あﾡﾡ のや り 

す’ らい郛 ﾡの み押甲L イナ けられて 官僚 の 手星 の 如く. こきわ

て ﾡた かくて株 組合は 組合 頁 の 組合 てあ リ な から め 

ずL t組合長の起志起z系いえないそのこと は存林の公益 

匕 認そぎの蜂条生み ら 見てﾡ業協同他今"共のﾡ組合の 

なっき鈍然 た る協同# 経ﾡ 田体本 と は全く ﾡを ﾡ- L て 営林 

助長ﾡﾡ名源の 4ﾡ続存林そ多の亜化差の向設治会ネ

お よそ その 車 米の性乱が多 分 に 公益を 有すろ ク故女/z経る 

落的発ﾡは困難た ・ と L て公袋団体ヒ と て の行政塔歴2 試 

ずき と L てい.る ・

またち じく お術 彝 の 、難波勝信 代 S は太字次の

ャくのべていろ。 ^

「個々 の領合言の大? 数久 は 生毛 のための 撃業 z年中一安 

Fe動同てウくが ホ:限って ・天べの生ﾡとせきﾡめ 

ず‘て••利用 もLﾡ名 L て来ている。

-23-
この よ う Iに一般て業従客に対す る条ﾡ とﾡを かく た 

め 中済金 P課企の徴 t最&ﾡ度に甘ん じ最1&の陣考2 
もって 定款 第一條の 至上命今に強ﾡ査十す る 地味な技術 & 

の支場 と式べて 教役の経斉的表転によ る苦力、、、い 般: 験 は再び. 

従斉卒 業の 企図 を論的 に制的 L 一ﾡ森林の釜成 と ﾡ林に 

満塁 す ることと ﾡ合里答の主ﾡと L----------4々0世帯の銀

合昇が所有 する タククク 町步•の 山林 の核 推弓 形態 心通応 す る 

合 理的 施荣 そ み 林計亜をﾡ じて行ふ、 」とLている .

以メ上二老 の結論と するところは 何れ も 日 本ﾡの特殊性 

2論と ・ 森才の 公姿性を 前捏. とLて . を 推 することを 

目的とした 森、林 d合 の 性格 と 定 L てpく そのてある。ま 

た林集の上。 よっ なﾡ弥性そ 張請し て 経済的 自立 困難な 

ことから 日 本林業の茶性をﾡい て 森木t合に 公そ的格と 

召荷せんヒする とのである.

y上舌支の走見は扶五な* hり ﾡ謡竹ﾡ差書ﾡ合 ( た張 

制加人 のも と に経答柔のﾡを 理ﾡ的な 矢ﾡビ とている 

ﾡ、zお,い、て 月シす、八森合をﾡﾡせ んとすろ もの で ある。

ﾡﾡ末島ﾡ林相合 /タよ3 全森林時報
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之に対ユす るものとして 野村氏« は次のよ ラ に弘べて 

いる。き条「技術頁のク う の鼻氏の考へﾡは1旧本林法 

第22「森林組合は組合ﾡ の所有する存林につき 自っ施 

業する」といっ最も ﾡ民主能りな精神ッ らーサも 主て いない 

て・はないか、.ﾡしもろく の森組合役聴ﾡが未この考へ 

を 堅持 していろとナ れ 森木ﾡ合今後の発ﾡはに望め な い て

・

おらう」かくて 改正森林 法による 表林組合の在 り ﾡ は協ゅ同 

的3経そ系団 として 萩才 の 公益性は窮オ Izお い て 森才木 有 考 

の才 ﾡと 一致 L組合ば あくま ても 組合ﾡにﾡ する ことを 

弟-義 としていろ。右林計ﾡ とそ の実の全ﾡ的な権Tを 

森林ﾡ合に移ﾡせよ と い うﾡの主ﾡに対し、旧法の森林組 

合の ラzそ の組ﾡがいク に 民主能に横成せ ら れて いても 

氏ﾡﾡ体てある本組今にあ ﾡの 契 ﾡち権限2 就典 す る 二 

とは普のﾡ制団の幣を くり ク えす時代の型行てし ◇.ない 

といっている。しかも新しいﾡ林ﾡ合の理考の 国鮭 と と発 

悪を 阻む も の 2 キーIz経 斉的 Iz凄まれ ぬa去林継合z おいて 

有能なるﾡ任※を得力たい事李、第二払資金問題乙せL め

-25-
ている- -. :社

メ上改正後 の 森林額合のﾡ送の ﾡそあたつて いる実際家 

の体験 を通 じての対し老見と 認公介 し を ハ て す る がこ M
先zのベ 存林組合の 協%同組合か、. 公素組今か に 対キす ろ

本的石 対の < ・か、え L に週 ご 万いっこへL な本ﾡ的 

二 児解の相ﾡIにL て 失 は改正森林法 の支目て ﾡ乱と

起す るものてあち ヒL て次のよっに 式べ ゥれている・

塩与%べく/は「存林ﾡ合の方ﾡか容易に きまゥなウつた 

の は産 集ヒ L ての林業の表差さに基田すろ が、そ の本ず的な 

矛街は 森林 組合 の目的を うたつたﾡ ク女ﾡの中zみ られる。 

すなわ ち人的 a合 の最大ﾡ事て ある べき 組合 師 の i 済的 

社会的 地位 の上の 前iiz「森林宛米のな理ヒ」ヒいラ 難市向1 

ﾡカド・カ とえら れ ているのてあり .これはﾡ に組合 

アのためと いう (2上ま ら 丁存の公益生紫の公共的ﾡ 

という も の . こめられて いる と感ずるの 私 を'け てわるま 

い1こ 弘tへ ている。かく て 厂 ドイ 特 Iz プ▽イ セ > の森 

ﾡ合のォ と く フ、力入引制 よ ・) 組合買 の花集を規児整 し て、

(/) 京都市ﾡ林組合 ノ953一女 全森ﾡﾡ報

(/) 森林木合払弟 林オャノﾡ 4号
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森の公た性2 空くと お八丁 •よ ラ とする行きちとアノリ カ

のﾡ同ﾡに門) 自由力人Iによ 1) ﾡ回合頁 の林産乏ﾡを 有 

テzﾡゥ っという行こﾡとは 曜念的に も 実行手段にて も 

異ろ。一団にﾡﾡ能を兼こせるこヒの 性格 的子 有の政 

1z 発足以スー年半 余をみた今日 いろいろの弱点 や支 降年と森 

林組合 zﾡ室させていろ. イイ のた めの 改正 でち つたのか, 

少くとも ﾡ同1組合 と し て の在ﾡはなっていない-その 

最も大きた 理由 ととては ﾡ 計愛業務に肉ﾡ L 国 家行政 

事務 の行zあ る と Lﾡﾡの森 組合の 性修 をスキ リ 

させね はな ちぬとLて

(/) t同組合一本でみ森き計ﾡ率務 をのﾡ喫に当 

か せる

) 森林計ﾡの 完ﾡをTウら 支え る組ﾡの 目と して 張制l加 

入よる +区内森林ﾡ業の合理化を 目す細合と する ・

(3) スキ しないが協同ﾡ合の内ﾡや愛2:法律てもつ 

と張く 頑制 すること・

AX 上の 力可れ か、iz本去 と改正すべき てあろ と して いる
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F 四 農ﾡ協ﾡ組合のﾡ夫支的希長

ﾡ林ﾡ合の歴史的 成立向達し てﾡﾡにおける十あ同組合 

の楽はとんな程を山つたか、、時寺代の示のも とに認i 
せんと する

協同組合去 と し て は明治 2ク 年信用 組合法案 が 弟二議 

会 に 採注さ れ た ・ 同も乗 は未成立に終ぐ、り タに明ﾡ 3 o 年産 

業復合支案88 シ 年発布の ドイ ソ注産業及経済組合去を
・ 、

母去ヒLて立条された。これ は 貴族院にら いて「従索の組 

合さﾡ手に作リつゝ あるものなる 1こ持分 ノ。 円下Iに下る 

2 得すとなす クなp き法律そつくら は却 つ て 難懐 ヒなるべく 

ししろﾡ 同 卒業の発達2 阻ﾡ せ さ ろャヌ本案は細 氏 2抜 う 

ことよ ・) も 商業の発ﾡて大い Zみす るこヒ、aるべし 

ﾡ業界zおいて はﾡる熟考 を季すL、且物価の購ﾡは一 

部 経そ斉上 より来るこヒな tは組合のコ と も つて ・ そとﾡ上 

するを ィずヌ細合の存在に ・) 殖産ﾡ業の実 そあくるもの

1 わゥ す」として否 次せ られ、明月治33年に至つて成立L
〜 . .... .......-..-.......................一.....  ...........〜〜・→"..-..〜・.〜**〜ーー- • • - ・.*〜〜〜〜....〜......一...........〜一...-.〜〜〜〜〜〜-〜〜........"--コ

(/) 日本産素合夫、ﾡﾡ合キ央会 糸駅
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た。ここ z々eめ てﾡ同組合に対し て 去的装ﾡかあちえられ 

たのである。しか し、ﾡにBちれ年よ' 委条 ﾡの発ﾡとに生糸 

加工阪売°今がさ友さ れおり, これらは日 本委 糸 集のﾡ代 

ヒIz応 L"た 自糸発生能な協同組合てか るヒ いわれて いる

そと+' 戸去は既ﾡの 7且令の保護zあ ろよりも 設央ﾡ 

tz キじクお ゥれていた。当時の経 斉的コ 井ﾡは日 ﾡ整 季 2 契 

機 ヒする 獲曜 的な資本主義 発理斐:上 はらり、用ﾡ業の外 

2ﾡ買販売生産等の な い今雰に おけろ協同事業2対象とL 
た もの てちつ フ 炎って この 時寺代には産集組合法のみ 

ず. B月ﾡ3○年 委種 検を 去雇生生 馬 検 支室 要輸品 業組合 

去生 糸直輸士 奨層去 が精ﾡされ32年 耕井地地 整 理 去ﾡ料 取商 

法為県 震車試験国犀植肋 震会 シ去か 又 33 年はは富牛馬組合 

去重要物産同業額令去が制定された。これはﾡも政府の田 

力巻張策は一ﾡにﾡ本王義的生ﾡのﾡ入と tzそのたり

Iz もﾡ村の経ネカﾡを 要 と L 2車は封建画家か 少代 

国家への ﾡ麦程 zおい て封 麦ﾡ代の 経そ落的装ﾡてあっ そ 

ところの ﾡ集 と 経そ各財政の 支社ヒし なけれ な らなつた 

カ、らてろる。力、くて産業 細合 の 点川 完 は 人 と< z高利ﾡと

-29- 
い う や っな資本主装的ﾡ力からの保装及資本制生産の確 

zﾡ起 L て の小生ﾡ者保ま政策の一環ヒ し て との意義か

されるの てら っ ・ 何故でら は当 時 日 本 本王 義 の 後輩的 

誌4牛はじL も ﾡ業方法の割期的な発展にはﾡみ得なかつ

えからである。 ・

日 ﾡ整季 ﾡの国内経斉の発ﾡにつ て ﾡ業政業はﾡ 

Iz廷化さ れ 産業組合の 普及発麦う英属さ れた 7 切月4ス

年にﾡつて産集組今法の改正そよって、産集銀令建令会達 

株組合中央会がみ とめち れ明治 ク 3 手以く降4各比Izﾡ合会の 

試立が次いておこ ')、私ム教機ﾡであった大日本産米額合 

中 央会はこ の 去律改正によ つ て 、 今年産ﾡ合中央会にa 
締変要 された。これ はﾡに生 来上っ て い た中央会が全回的 

な 系統 組織 A して B ち ﾡ業組合と下部簡載 ヒLてもつも の 

しして 設 されたわ け で わ る ./)こ のことはイ ギリス のロ

チデール( Rocfdzど。 ) 式 月 費 組 今が次 に全 ・ 建合会 

匿 成長 し を 奉 ドイ ン Izお いて そ産業組合の系統は三つz今 

れて それ それが中央会全 そ フ て いたが日本のﾡ合は一本に

(/) ﾡ業同向］惡諾話 東ﾡ着 参照
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まとめられて用ﾡを主ととて . 後zはﾡ売軍業も生来 

るﾡな中央条権的な形と持っ ていた .

ヒころ 欧州大辛てにろ能い てﾡって た世界ﾡ(/9?20) 
はﾡﾡ組合機様I乙流刺向 とLての 多.名狂め ゥれﾡ村 

落車業の一ﾡとに つﾡﾡにたっ た。特zBろ和q ・ 7年の 

ﾡ業ﾡ慌 は経頃経済天 生涯動 Q 中心的役割 を 果す 起味で 

ﾡ業組合売ケ 年計愛 で実ﾡさ れ て 表続 と と げた。そ の 

目ﾡとするところは ・

/ 組合未設置ﾡ村に全部契置すること

2 ) ﾡ業者全部2組合司とすること

3 ﾡ村産業組合は田ﾡ(佐用.阪完 .利用)の率業をM 
ず考 こ ヒ。

) 貯全 は倍か して2/ 徳田 zすろこと ・

5) 催付全は ノみﾡ田す ろと共 1z組令勇 の 負 横整理、紺 

会回走ダ付整理を行う こ ヒ ・

今) ﾡ売事米は米Iz売て ﾡ外移よ米の 5割 ク 今/82○万 様 

を取報い、小、表zついて は区域内生 差額 の3割4今を 取 

扱い 生系は輸注 額の2考 . ノノ万を取* うこ と

-3-
ク)、階買車 業は全肥の組合こかてﾡ制 せら tる可ﾡ額32o 

テトン の6ﾡを取扱うこと

g) 兼業全ﾡは阪ﾡ米の 3今の / たる ノノ○○石の冬力 

Izﾡせ しめること

ク) 内部領ﾡを整ﾡし部支毛ﾡとﾡんすること ・

o) ﾡﾡの地方 的会 国 的 連合様 肉を充実して ・ 全国的就制 

zﾡむと共 全回 ﾡ産物販完建合会 全画ﾡ業倉津担金

火災煤険組会 差業組令 中央楼ﾡ斐診浜頁 会と セ& 置するて ご. 

バ/) 役戦員 組合ﾡ一般の終育毛ﾡを座 んにす ると炎 z者年

ﾡ人児ﾡの領識毛動を促確 すること。

このょ うな広汎な内容と有する拡ﾡ5年計産は勿論ﾡ 

業組合自 本の抜ﾡ計ﾡ ヒ し て季さ れ た ク内冬的にはﾡ 

村経 落き計 ﾡの線に ﾡつ たものであり、産 集組合 その中 

横肉と してﾡ業政策のﾡ面に坪払された。

Bg系 ノ2年日支 事ﾡのﾡ発に伴って回内 の戦時体制が 

張化さ れ て 建 案組合 は 戦時 統制 の一 機園 となリ B名和ノ8年 

zﾡ業田本去が制知せ ら れ 農会 ・ 巻参組合 と 合体され 

て 龍集会力、“生れ、終转をしかえ々。
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五 ﾡ .同 元且 合

ﾡ同】組合っ・菱す る小、往生達巻ついて a藤ﾡ士«)は 

次のよラ に ラべ ておられる。

「これら の中小4立 生産着はその上ﾡ は小、資本 あとも称す 

べき ものクらその 下ﾡは秀わ者 よ り ちﾡな従※を 遂んて 

い ろ手工業者小作ﾡ民つ葬する もの」てあつて「彼日身に 

おいては姿本客的生産を するのるはな <単ﾡ 品生 産て力 

る . 彼ﾡの手許にわ る W 締は資本 とL て循環により 拡張理 

生逢す ることは てき ない。河T故夕なた ら は彼等ﾡ列の取引よ り 

もﾡ本客とのﾡ引が重要な置を し めてお り この取るzお 

い て 波等と次本安 と の 向 の社会的済色地の 差歴常た 

る姿を と つて実 現す るッ ら である 。彼等の生産受判すにお 

ける引非組ﾡ佐、楽本主義社会 における 彼等の来定的特徴て 

ある」 こ の非額徳性 という 特徴 は彼等の おゥ ている 生 

産きﾡ条 クやくろの て手工業者Iz あっ て は該ﾡ業 おけ る 

生力がおく れて いるﾡ果 ﾡ長 ャ簡単 なﾡ械が生産ﾡﾡて 

-......... ―......――- ―一:…•ー…---- 1……•.......
(/) 協同ﾡ合原論 ﾡ京 男 P/o～/3

-33-
おいて 人向 多 の補ﾡをなす状旭にわ り ﾡ氏ﾡ斉 あって 

も同じよ な理由の徳乗 ヒして ﾡ業生をの主要な労対率 

ﾡる土地の所有が細分化し、このことかﾡに農米生産の組 

織化を さ ま そげる 方ﾡに作用 Lている。

彼小生ﾡ者の協 戸額会はその基意を これらの 多数の雄 

成 員の生差及ﾡ害の非組繊性と社会生産 という予店におい 

ている。ﾡ代的協同組合は報徳社、請のような中世的なも 

のとの区別 はﾡ業資本 とのﾡ係にあり、ﾡ来本の のた 

めIて要な 独立小生ﾡ着 の組繊とし て存在 すろ。ヒころて

素博士は上の ように独小生達 をﾡ定 し て 手土業者ﾡ氏 

経斉と べ表 するところのもの と し て区別せず.単ﾡﾡ品生 

産考ヒ し て 同一ﾡ崎にお いて論じ少れてい る。Pnち("「手 

工業者 の生産組合に肉 し てべた こ と 1はﾡ料の協同組合に 

そのま ゝあてはまる。けただ"し小、ﾡ氏も 一ﾡ独立小、生産考 て 

あるりらてある。ﾡ品販売考るﾡ成貝の独包生が密く協 

同 組合■の形態レス友映す即 ちﾡﾡ行程に接する こと多くなっ 

た 小震氏が、折有画係 從つ て 生産行程は その生、にして ﾡﾡ

(/)
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行ﾡにおいマ 大経そきのﾡ宮セ手に 炊めん Yする 交協師方法、 

がﾡ本のﾡﾡﾡ合で あっ で商素利ﾡ. 商人利ﾡ の伝ﾡをは 

かる と 夫に そのことによつて 彼幸自 身 か ﾡ川に 利ﾡの 横を 

おがっところの 保守的小市民色ﾡﾡに ﾡかれた 電あであるJ 
井 上 民"はこれ に対しマ 次の如く 世•和主 れ る。

「ﾡ本制生達様式・ 資本制志民生ﾡの ﾡ現について八理論 

的ﾡ点は 土地ﾡ有 戻示を全く 捨泉したる卓他商品生ﾡに最 

かれ ------- にれを いわ ば旧未の 十建地代の 消え失セ た 小 商 

品 生産が 資本ﾡ 言生産 への 推ﾡの 理輪的楽Yな→マい 

る。だが歴史的現実的= は ﾡ本ﾡ生ﾡ様式が そのき初に 換 

ﾡにおいて 見すこころの ものは、 の齢か かる 理論的基点 

=ﾡﾡ市ﾡ生差とのさ の るはなく. 旧未の 土地ﾡ有肉保 ァ 

至はそれの み解混程に 生ずる 土地所有 誌形態= よって 制さ 

こた込 こっの 小生ﾡである. ﾡﾡ耕作 ﾡ氏による自由な 

土地竹有が成立レ、 事ﾡ上封建地べが消波レた 場合には、 

この自己の 地を台 ・ﾡ有する 自 塗換戻経堂に おいで おの 

単商 起生産な る ﾡﾡが授む 適切に 具体化こ z るn で

-35- 
あるが、 二の場合ヒ いえビも 理論師基 京 ヒ 現実ﾡ基点 と を 

ﾡ同 し2はならない。

また、 日の 土所有 肉 係が 一 た消ﾡす ろこ こな しに新 

たなろ土地ﾡ右戻係に引きﾡがれる場合、 地べにっ いマい 

えば、封建時べの ﾡﾡ形ﾡた る 気ﾡ地べがそ のま、資本制 

地べへY ﾡ的転化を 表げでゆく 場合に おいで、ﾡ業におけ 

る小生産を 単ﾡ宙品生達の 時にﾡ ゝむなごは、 u 
かにし2も誤れる 参こ云かねばならない .

然 し ﾡれに しマも 協目合の 本ﾡ的 な規差は、 ﾡ本主ﾡ 

体本制下 の G 一w -今'の生ﾡ 様式 の中で寿える限り、 単絶吉 

呂生ﾡ者担等Y して の理論的抜点に立って 日本換奈の持森 

性生の下に考えごる を得ない。

こゝでB 本ﾡ業の 特殊性についてふる 要が る。

昭和 2○左/2戸7日の ﾡ地改ﾡ令に は次の よっに 

べら れマ い る。 、

) ﾡ地に対すろ ﾡ長の 福端な通ﾡ状ﾡ

2) ﾡめ2 不知 な小 条件の もこにおる おびた ン し い 数の

(I) 日本協月合論 井上B青丸 Pケﾡ翼
小 人
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3J 高 革全 利の も とおけろ ﾡ家 ﾡ項 の直圧

4 商工素= くべでﾡ未上対し特引に不4!な政府の財政

タ ﾡ

= 表ﾡの 利益を無ﾡし た ﾡ百及び表戻ﾡ領に対す る政有 

の権ガ 祭制

かン ら お耒の実態* 彩奈ぞれ 白林の 同題 ではなく、ﾡ歯 

日本 ﾡ本主義の 常進准 として人ロに対しでエンプロメメ ン 

卜 が相的にい、国下経斉的ﾡがあ り. 半達約ﾡ係は 

いつまでも ﾡ却し切れないでﾡ村に残、 それはﾡﾡの営 

むﾡ業生差をﾡ本家的企素でなく・ 零ﾡをﾡ戻経済として 

ことまらしめ2いる. 己本の ﾡ村経有は か>る 資本 主ﾡ社 

会における 特殊 系伴の中で営まれるいるのであるが、 協 同 

ﾡ合成立の 芸盤< 条件を なすものは, 二のよう なﾡ細小ﾡ 

の 存左 ヒ これを 庭将 せんてする表ﾡ政 条に おった.

ﾡ同編合 は元来ﾡ本字 ﾡ の 発長 に.件っ てﾡ若や 中小A 
紫着が台主約に協司して ニれにﾡ応するこ とr2あったし 

終進の 資本主教函では政府が然極的な役割を果して 官制的 

な組合なつzいた。 日本の合, 産策ﾡ合はこのよな

-37- 

青景に がいて言球さる来た- 独立自 宮農民を若球する こ 

と及びこれかﾡ業生産力ﾡﾡのﾡも考ヒ して中じ的に夫え 

てめく こ こそﾡ政の 支左で あった.

前掲の 森林ﾡ合に ﾡする き計に よれば、 これ ら精成員の 

ﾡは林の ﾡ初所有が 圧的に 多 く、ﾡ業をﾡ盤こ し た 

泉ﾡ経客を主とするもめがあると同時に、 大面横許有=林 

業經営を 営 ホ 数着を 包合す る, このﾡ成は賞的には学 

ではなく, 担合に対する奨おの店ﾡ的差異が大さく、 日本 

の 林ﾡはﾡ村社会の 特殊性と猛接に っながっ て おり、 往っ 

てかゝ る忘味から森林ﾡ合のかも、日. 本農業の 国民経香 

的ﾡな 4 して理解しえ ない.
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一自 的 系 件

こ の 村は培王暴入間ﾡの 東部に あっ て面式鉄道武意野線に 

よると, 然ﾡから 北方約 / 時向で 距離に して約 4octの

点にある、 飯能市にい山村である。 面ﾡタク2町歩 扶 

山系の 支敗が北ﾡ の 今水為こ なって ﾡ上山 ( 海 se。 加)

振峠がﾡ起しﾡ園村 毛ご山町としている。これから分 

支した山の傾斜か, ﾡ村吾野林を源ヒして村の中央を来る 

高ﾡ川に追っマいるのて地勢は急である. 長ﾡ, 井上. え 

恋. 王. 白子の 五大字は お互に天然の地形にこ えョら れて 

おり, にの村の 経 済的 社会的 な糸件を考え る 場合に大 さな特 

殊性を なす ものと思われる。 海抜高 は /2o み か e ss。 . の 向 

にある。 平担部はかに 高ﾡ川 の 恐岸に 点在 している。地事 

はﾡ父古 生督 混し, 平遍要 /38°c , 年降水番 ノ さつ〜ペで

オタ ﾡの 生育 に 適す るこ いわれて いる。
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二 土 地 利」用 大 兄

本村 の 総面ﾡ/ 99ユ キ•歩 なﾡ別にみる乙 次表 のようてあ

ろ。L ホﾡ 野が 総ﾡ ﾡの85% を 占めそお りﾡ地石横はﾡか

二%て, しかもﾡﾡ /7 ﾡ歩の 中で水田の 占める面

ﾡ地 は主乙 して高ﾡ川ﾡ

営まれて, 宅地スギ ヒ の人工き林地は耕地の下方に 

車なっていろ。天然ﾡ木林は今は殆んﾡみかけず, 山株の約 

ノ割ﾡﾡに過さい. そして昭初ﾡまては木炭. ﾡ宿入 

が主髪た 現全入 の途てあったが, 戦後はそれがなくなって, 

木本入が大 き な 比 を占めるに至った 二こは 土地 の利用形 

焦、な一友こ た。ﾡは2町歩に過ぎない. こらの

ﾡ 合

3 er 7 %

名 地
シ

/

1 本ク 野 /どs3

之② ノS/ 7

計....... 一 / 2夕2 /○○

に申ビ た わずかな王 

ﾡr 人家と夫にﾡ 

在しており, 山ﾡの 

傾須針し た山林に権院 

している。 前にも

耕ﾡ別配績

主な作物

S
w 

ス 米

智道— /○ヲ 酸ﾡ支せ西. ﾡ然義 大豆

25

累ﾡ函 ノ 姉,,県ﾡ戦在す

計 37
__________________________________

べた通り この村は 

地矛的/に名ﾡて谷の 

深いそころては日照 

時間が短かく 生産 令 

件が分 って いろため. 

円 寺 . 活し彩 の部落 は

項の陽光に点まれた ゆる* かな傾斜部を ﾡいた 畑田作ﾡ楽か
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三 社交的 系 件キ

1人□ 戸数

昭27年7月 / 日現在における帯へ己は ス3人て 

テ数4夕2てある。 にれを異年の表達でみると 次表 の よ」 

である。

年 愛 太正
ラ 午 う年

ノノ
○キ

・

5 ze
ク

2今年 27年 ;

(ん>
2522 25フ5 23 24 3/58 2a2s 74

名 数

............)
クラ7

・ ー_ ------ ---

222 2se 6o3 5o /
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この表をみる とﾡ業にﾡわるも のが25○人て最も 多 <. 

次に日ﾡ ノア=, 公琴員 oノ2と 人こなつこいる。ﾡ林素徒 

者 は 全体 の ク にすぎないこには 本村の ﾡﾡ績が極め て 

ﾡいこ, 土 批 生ﾡ力 もほい こ 乙 から ﾡ林業 のスで生計を維 

持出未ない為 に集業炊入 にﾡら サ れ はなら ないこY を 物藉 

フこいる。 中都市ﾡおヒしてﾡ画にめぐまれ, ﾡ能市, 豊 

岡, ハ越, 東宗ﾡへのサラリーマン, エ 具 として 画 勤 者 か'手 

い. 自合白足, 家庭菜国的氐農菜か営まれて, ネ=ﾡ兼業者 

が大 多 数て, この点 はは の ホ民所得 を見れば調らかて ある。

ﾡ時中村の へロが急放にﾡ少レ たの は召ヒ 軍男工場 • 

徴用にあるが ﾡ戦後人口は一躍増加したのは, 交百u 

徴用解除によるﾡ市かっ の 帰表者の た め乙あり. 色ﾡ店 

載災よる- 時的現象で あって 昭わ 25年に 入る と 再ひ、 

は都市に向って ﾡ村の 傾向がﾡい.

ﾡ 別 給合号所母 莒ギス* ごの他 a
* 3 3o e 7 2 e2

/
取業別就業人 口 を 見る

平 業 公務司 工眞 勳喋 日 隆 ﾡ 業 ﾡ内m 
休

会社民

人 数
(^)

/26 /25 25e /75 ラ了 つク・プ / 彩 ごo 
_____

丁—

/お sy
--1



ロロ. 西川地方における木村ﾡ組合の発展 1

面ハ方の林素のﾡﾡは工戸ﾡﾡの 当時にはじまろ。江声 

を宇心と したﾡ索一帯にﾡ下 町Tが予 され 商家店宅 の建集 

ﾡ柔の 祭さが行われて、 木才 の 零零が高まる に つれて 周立の 

森 林か 感= れた ・

天ﾡフ年 (/42ユ年)に エ* の大火かあり復 興用 才こして の 

地ﾡか ち 売法= たと云われていろ。曲 林オ木ﾡ子ﾡ読によ 

ると「ﾡ文年口至りﾡく人工ﾡ萩をほすものあるた, ﾡ 

つてえ称の 須とな り これ 人工林の 伎株城 出をなしたるをし 

ろ。 当時今日の 入向ﾡ 水富村に当 り て 本ﾡ通 しなる 理所を き 

けたるものあり。 し かれ とも当 時ゆ 受く さ感ﾡのみな行い,

だﾡ来は起ら ごるなしそ云っている・ その 後 に及た 

の 方宏も 備わ り ﾡ数も 多 く , 明加 ・年官用奈手左工門よ 

核運上を今也 られて いる。

ﾡ流がﾡんになり 元締の数が増したが, 川締の故ﾡはﾡﾡ 

であった. ﾡ来にあたっるは水客功工等, ﾡ場、水ﾡ 

曜場等通行の 改ﾡな生じ、 河川橘梁の理表額の 賞用 な、

• ーー - .、
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末こﾡた。 スﾡ水には流木があり. これは 山 かう 戒出した木 

求 を 河京で ﾡにﾡんてﾡﾡねたま ・ 増水 を待っ問, た主をま 

株の 出水の ために ﾡを つほさこめる 暇もな <, 盗にﾡ木と な 

るこYがあつた. 残の担み方は目途ﾡY用病で, 目途編は木

ﾡの両端にそ れそれ一 っ ブっ の3Lを あ. 用おを3天々寸ス 

室4沢幅になん べ, ﾡ木 をﾡに したものをを通 して 竹編, 

ス はﾡて お む. 開が 主 に足 キ たﾡオさ お おに用いら 

れた方表て, 戒木 て押 えてﾡで 一本づ一ﾡり 初に穴をあけな

残の長さは 普画4本を前表に っ なさ 二れを一人条ッヒし 

た。 二のﾡ24枚を一ﾡとﾡしたが, 上ﾡはﾡれ早くﾡ角多 

く て操る の は 容易 で ないが下 ﾡは卜番 も多く 来れも ゆるか 

で三へ乗 りを一人素 りになおし, 入同 から党川を下っ マチ 

デに つ た。

• ば明治 以後通 格。 改修が進攻, 馬車が通るようにっ 

こも 依然Y し て 行われたが, 大正4年ﾡ武鉄植の 問通に よ 

て気車ﾡ送に なり スいてトラックの発皇によつマ これにか 

わ り • 木林市 のﾡ還かあ った。
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天ﾡ ? 年 木林奈若 の田によって 「ﾡ 」たそ 合が こ 

来た。 二殺にう化年mに 「三川ﾡ主片回」 c 改名 したも 

のそあるが、 そのﾡ合成立のﾡ端をなしたものは, ﾡﾡに伴 

っ自ﾡ的 人為 的式ﾡに対する 舞次 の ためそあつったと云われマ 

いス" 先に速べたよちにﾡ川下げは, その途中いろいろの 

商害. ゆ争がﾡ之えなかった。 水中に 雇普 靖 と本し て ハ中 にャ 

な打ち 「城 ﾡ行相尿強 し」 としマセをして 画過る こ tない 

とか. 河川橋の ゆ理 口多額の貢刑を要ホする 算 四全零にま 

出 が室 なった。 例え は 両 l 林業 至営読この 李店を 次の空く 

の べ て tる。 「入 店7 川 流域に あ りては々に用 水最 ありて残 

ﾡに 除 レ 懸べ及格木代 と 徐してﾡ-銀につさ /s。 文ﾡの 出 

全をなし, ﾡく 配最しウるの救ﾡにて, ヨ時ーヶ年ﾡ出ま

oo ﾡほ り しを て 合計全 2 s○ 両 ク 代を 出さ ごれ は 

重行レかた <. 旦 っ 所々 に 悪 凄あクて 彼の画行を妨害レ 画べ 

を求ﾡ取する 等の 悪習あ りて容易 u 運材し 能わ ごり し ため」 

明紀 今年伊奈半左工 口。 ﾡ置上合 の 上を 今せ られ たが, ミ 

れを拒ﾡしたと いっそ い る。 しかレこうし た季口 もかかわ 

ら す - 凄 白 出ﾡレた 場合の 利 益 は美 に の ほつた た め

-9-

え締の 数は次才に増加 して 残ﾡは頻繁 IN 行われる よっになっ

た 、 '

ニ> してえとの«争が事ねれていたが、 川筋の故商は 

客易に 解求セず, 二れらの 宇慮から ﾡ師仲間は 一層 の 同業着 

の結求をかた めろど受に追や れる. 天保 今年4 月彼仲間なる 

申合せ 品合 が 作ら れたのてあった。

明治以ﾡこ の地方の 木材の 需要は益々 増かし, 道ﾡの 発室 

にもか>わ らず運搬営用の 因係から 自然の 流れを 利用する 彼 

充しは却ってﾡ索となった。明治22 年 同業者ﾡべ人会諾② 

上=荷主仲間なる名を改めて, 面川材木商組合を ﾡ立し た。 

新T規約 による と. 場湯通行枕木代ゃ泉列 を徴 し て 組合貴に 

あるた。枕木代はﾡ-ﾡに4銭. 敦引は角材に録する用ﾡ

太材一に課する , 松九太に課する 松 敦が力り 調治 22 年には 

角敢ノ冃 30 岂 ﾡ条, 並ﾡは 8○袋 口値上 ヴェれた.

明治3s 年 に公布これた 宣受物差同業報合支に よ り. 明月合 

42年7月 武州あ 川 オホ商 同 業組合 の設立 が認可さ , 売 ) 

の支流たる入向川流域王果入ﾡ郡の内, 飯能町, 治才, 

原市場村 元か怠お, 水富才 南高ﾡ対, 京片 ﾡヶ肉才

Cゝ 木材素の発及2ホオオ協同ﾡ合のﾡイ何 岡本正文 林大オ /ラも/ヘ?
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鉄父郡の内. 名ﾡ村. き野村大字南 索府ﾡ多ﾡ郡の宏成 

木村, 小首木村の / 町 /○村/大今と地こした。

更に大正4年4月 面ず鉄道の ﾡ1通によフて徒来 ハ川スは陸上 

ﾡ送が川越そ由で あ った の が 武鉄査に切着えっれた。大ェ 

ノノ年 ﾡﾡ 流減に お る 高愛木ﾡ合が合伴 し た。

上木お業 組合 の姿ﾡのヶ向をつてスると, 当 初は木材 

業者の人為的自べ的ﾡﾡにする共同防衛 ﾡ互協かの田体 

として発室しで未たが, 明月会以ﾡ督本主呉の発展に件って木 

材ﾡﾡが国内産ﾡみﾡ張のたのに益々増大 し, この地方の木 

材の生産取引がる況を室 して くるにっれて, 明治中期ﾡ 

は 組合の 若動は商奈 経済面 にﾡけるも のか中台くなった. 

刷えはホ材向ﾡに対す る商取引を円滑なら しめるた め明治22 

年南佳に 組合 出張所を おさ ﾡﾡﾡ所を設けて 荷桐な し た、

. ' ;•
ﾡ師の賃担けこれによって着しく軽減さた。 又ﾡﾡのﾡ

信用の大 の ために製検査の励行であつ た。 ヌﾡﾡ会へ ,
二.

出品. 宣伝等によつてﾡ川ﾡの声価を高めることに努力した.

交通ﾡの窓不は会国的に生産を抜大 した 告票 , 新たに競部 

ﾡ位を 確保 し た ホ業地, 外材進 出のために 販ﾡの 確保は対 

ﾡ上 当«と らなければなっない組合 运 動 で あつだ。

きI, ﾡ宏材調岩4○年索束向ﾡに入荷レた。 rD2.3不には24万石. 外ラ4キ 

ヶおがﾡ入せらた。

往2. ﾡI○年R下に2/ 名合 瓦 っくり. 運合会左役能にぷゅて 正型ﾡ引なあ行し=。こ れ町 

2は木おﾡ合は記川木材ﾡ a合がﾡ一の存任てあ った。

駐3、 ﾡﾡ町に木材市場が成立レたのは大正3であった。 =れまでは木はﾡﾡによって 

基そ由朱皿りして束京方面 に出ﾡ していた。

支ァ事表のﾡ大Y夫に 不材ﾡ界はﾡ必至 の 情新に おか, 

昭 /6年6月 木 滋㈱ 制 宏 が施行 さ マ日 本木林株式会社の 

設立に引続いて中 換体会社 の設立をめぐって 企ﾡﾡ衛 に直面 

し 製林工場の頁, 業者の転戻業により担合は解した 

終戦後昭わ2/年林業会法の実施により 林差 毎合 がま立さ 

た が, ﾡﾡ軍矢合用林賠償物ﾡﾡ去ﾡ 2 用材及び、都市 の 俵 

・ \\

関用 才の供, ﾡ送証明言の 発行等を 行うﾡ制事務の 役容 な 

果 す に 過 ぎ なかった. 林業 会法 のﾡ止に 次い で木材協同組合 

が設立こたのはﾡ2与年であったが, 業者に 運ﾡ 潔意 

な<. ノヶ年 で解ﾡ し新た に未有 向の親藍機関と して 存続 レ 

てい る。

(I>民ﾡかゅﾡた木ﾡ史 寺田好彰ﾡ 新向
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五 森林組合設立前の ﾡ済印芳 景

本村の 森林担合 は森林去の改正をﾡﾡと レて昭わ/6年誤 

=れた。設立の目的 はﾡ素の 調整によろ表林の書計里的生達 

にあり, ﾡの林みをﾡ契によるものてあうった。当合。ﾡ 

ﾡの過程を みる r= 立 って, すでにその生ﾡ的ほ形ﾡとみ☆ 

三れる 星業振興合の成立についてﾡるためにそのの丞済的 

発涙の大受をべ る.

二の科は ﾡ 時 か e 木林 の ﾡ送送が ひらけ木炭 ﾡﾡ, 运 

糸の 生ﾡが 盛ん で気幣そ斉の 受あは早く か やれた。大正 

期にっ z か/巨 自 合作物 ヒレて 森家そ 斉を 支える 未た未 

表. 甘畜は 次表にみ 今れるよう に 大正末期を J点Yしてﾡ 

し. 雨, 産及び泉内工栄として支配的てあった生糸 生: 

の 製堂加工 は透 次増 mレて ゆく 傾向がみらた。

とこ ろが日本を襲ったﾡ業恐 たは 全国師に米表を はじめ未 

表, 工芸作の 暴ﾡ を 引きおこし, 殊に高ﾡにあった商に 

いて ノ92今年の 飛ﾡを 転ﾡとして米国の ﾡ叙物 の ﾡ要が減」、

し 人各の大量生産が出注 現す る に忍んで永価の 伝ﾡは 決定的

主受年生調査 (索き野ホ)

年 裏 ﾡ石)甘 ﾡo)
室 a 

1

|
工(m 木林木求

--------------

生ﾡ審

1 大正1 ウ2年 /25 2/ ' z$oco
a.

2.738 /84.C(C_27$55 3S c。 2 22タ

/ " /2a /。 フス7○5 ! さe2 2S473 s4so 22. 77o /92

昭名

2 年
.. _

s3 45oo 2 42s

厂

/89 5 ク soo /S 2co /s

3z ssso /&,/42 2532
卜

めと ダ3//o.2o2 7452 s

1 56 54963yY2 パバ7o
! 32 1 23372 /8.220 32シ42 モー

にな, 進ﾡ番方の ﾡ家の専業化へ のoはヒざさ れて

ﾡびﾡ向位に 引戻これる こと にフ た・ しかも 次表にみ 

れる ように. 調シー レに こってﾡﾡ物の価ﾡの低下は

こに 対す べさ 生ﾡﾡの 低下をﾡ待さ なかっ た。

ﾡ考: ﾡ号着 ﾡﾡ経有の向塁 2

区 今 東束部来 
物数

以、表物 

板務指数 個 お 数

' 大正 ノ年王 /c, ○ /oo. o /2o ○
昭え " 854

........
25 3 7 2

・ 2年 ・ o フマ 7 ・2.マ

,3年 . 83.2 2 7

» 4 年 ハ

ハ 台 各 さ 月

ク S

43 4

ク。 S

7o, 7

7く, P

ス, ラ
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人口 /人当の 村民所得は 大正 /2 /3 年におい て 22? 円, 

Z/2円であったものが, 昭わ5年においてはその 女の夕2
円 rに 伝下 レた。 しかもかえっ2 都市rに おける 失ﾡのﾡ加は離 

村人 ロ の 帰表化へ の傾向を曲進する結果をつくった。 生糸手 

工業を中心にした ﾡ家 は村内に多数 存在 レていた が 何れ も 

ラ受の左迫と 都市大 ﾡ本 の菱争のため に破をに 瀬して 村内労

賃の 争が都市の 長-潮に 乗じて木戻ﾡにひろがり, 又部向

め 政上 の 対立が学校向惡を 中じとして ﾡ し た。

かく して昭ち年埼王界元産奈核師であった加ﾡﾡ三郎民 

がみ外部 から椎こて 才戻 就仕 し, 達 紫振 関会 を契立して才 

ﾡ済の振ﾡ条を計ﾡした. それは神外支出をﾡﾡせんとする 

包合径有へ の道と 村内え朱 ◇ ﾡ喫へ の ﾡを ﾡと するもので 

あった。

ﾡ業振喫会のﾡ織は, 話産業をﾡ事, 林集, 産, ﾡ香

川業。5きに今って各ﾡ落かっ夫々委員与名を送出して 重き 

にあたるものそあった。 部落計西が集書計さて 村の 計風 と し 

z 検きこた。

従末 こ の ﾡの 指報株 戻としては ﾡ会があた つ ていた が 徒
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らに宮僚的な 上意下宝ﾡ民Y い>形式的な 治動. ﾡﾡ的 な政 

ﾡにﾡしており. ﾡ課全のスを微収これろという非難に対レ 

て 宗合的横極的な奉素坂契策を 要請 する 気重が村民の 周にﾡ 

く誠炭された。昭紀5年夷欺会事素炭ﾡ報告によれぼ下に更 

ら れろ ように

(I) 小学児ﾡによろ尺取ﾡの駆除

(a) 歳業, 馬鈴ﾡﾡ子の夫月購入

(3) ﾡ産物ﾡ評会のﾡ行

(4) 王未製隻 ﾡ城共 同 ﾡへ

その紫ﾡの内窓は抜術的附ﾡ的ﾡﾡの一端であって、到ﾡ 

才名済の 再建 を期待す る に足らず とスちたからに外ならた 

かっ た。然 ら ば産 業振興令名 におい て 如何なる格尊が行力 

れたか。 をの巨標とすろこころは自合経径ﾡの確立, 消ﾡ生ﾡ 

のき合理化, 隣保共ﾡのﾡ神の ﾡ場てあつた.

二の重勤は他の町村Yと同様に部落を中ルY して全本運勤の 

形で 各階ﾡを重じ て来 に進めら れ た ・

ﾡﾡ恐の深刻化に件って 昭紀7年政本はﾡ村屋ﾡﾡ ¥ し 

て農片経済ﾡ正涯勤がとり あげられ, 昭7年4月敷林倉経



- も-

斉愛生ﾡが教ﾡせられ, 会/○月「ﾡ山負村経済更生風 

た 際する 訓令」かﾡせられた。 この打て rはすて雇ﾡ振会 

Yし乙の実ﾡ上の活あかあったから, 他村一先立ってﾡ正結 

定村にあげられたのてあった。訓令 ほ 次の 如コ く 述べ て いる, 

「表山ﾡ 村 部の 現ザ ヒ 鋤 み, 其の 不ﾡを こ枚 し差素 の振年 

を回りて 氏の 冬定 をﾡしんて 選山 ﾡがの硬正に努 tそ 

は刻下 ﾡ縁の受みた り. 政有は ささ が枚斉r ﾡする方急 

ﾡ歴各策をたて 今その 実行につ さ ﾡ巻 の翌ガをっく しつ

っありYいえとも, 二れらの ﾡぎを して当面の- 時的効果 = 

止まらしめず ﾡ山ﾡ村の 経済生芝な 定せし め更に ﾡ恭 

白ってそのﾡ列をﾡ進せしむるがためには, 現下表 村表 空 •、 

由ﾡせる素ﾡがたゾ 幌.工内分経 済界 の要常なろ不 況にﾡ由 

ナろのみ六らず 深く ﾡ村をﾡの 運営夜 び 象のﾡﾡに横た 

わるものある索ﾡな閉らかにし, ﾡ山 承家の 自醒を促す ? 共 

に共ﾡ区②英除に努力せ しむる呉あ り。-------  ・ 〜。即ち ﾡ料

不ﾡの ﾡ回を単r - 銀 不 え に 関 . レめるのみ乙なく ﾡ山 

村経ﾡﾡﾡ白体の 子 有 r2 末め 2 本的ﾡﾡ な 道板と ん 2 =

一-7一
本林にて 経済要 正委浜会創立 図ナ る 協識会か昭た 7年 

/ノ月ノ7日に南催とられ 指定村にﾡ定しられた全載報告 

ク後 本員ク送仕の件にっいて裁長め命によっ てﾡ衛委員 と 

レマ区長大野点十部, 村ﾡ会表表見保太郎, 村ﾡﾡ石田権ﾡ 

ェ門, 材吏 小林爵一, ﾡ業回含長干上正太郎, 春登 実行 無 合 

民小杉殺読, 小 学技 &大沢 文嚴、,消防組•頃大野 元 きの諸氏を 

指名 した。

初べ林素 部長 には当ﾡ村助役てお り界会歳員のﾡにあり 面 

ノリ 木材 同業 包合展 ヒ してﾡ躍して した長見候太部氏が仕. 

林ﾡ部当面の巨標として. 商ﾡ組の完成,菌木ﾡ成, 湾太 

ゅa評会, ・習会, 宴林品料会の用催, 木炭倉ﾡのま立る計 

画 した。

ものであた。
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六 ・ ﾡ 合 の 概モ 兄

索き野森ﾡ名合同ﾡ/と年 にめて表立された。 さの 

当時支売ﾡ表はすて に 5年越の長 さにﾡっ て —— 尚今後 何年 

続くかわからない —— 大京ﾡ共栄園の建ﾡを目標ヒ して戦わ

れていたのてあった。 当時の宮素を借りて言えば, 屋史的報

換期の 前疵たあって,森林ﾡ合 向題はﾡ時経済体 制の - 

して果すべさ本 才の 大さを 課騒と し て 映っ ていた。

森林合 の該立につい ては界の 指 碑 督ﾡが あって 促進さ 丸 

たのそあるが, 昭 ノム年の 改正 森林表6ス条 にﾡこその 

目的を「名合眞のプ有する森林につき自ﾡ業をなし ヌは

合 勇 の 施 業を調整し メって森 林生 ﾡ ② 保続を は、かる。」こヒ 

においていたのて, 当時の城時経そﾡ検ﾡの確立が急務として 

受請せらて いた事店から. 方の合村に相次い て結成 

されて いつち。

しかレ 先寛的を運竜は 己 に お在 しそいた。 をれはこの対て 

はﾡ業恐 をの発生 した昭和 5年産業振興会か お成されて 岩 事 

林業 ﾡ産 養泰, 副素に巨る各部門1にかれてスネﾡ対策が
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じられて未たし. 更 昭ﾡ7年経若愛生計画木 として 指走 ミ 

れ乙以 未ﾡ村経済更 生計画 ○掛立Y その 組体制 の確立は- 

売完成され乙いたのて, 村長, 部落長. 及び経済更生委ﾡ会 

をﾡ成する人々な中ﾡYして ノ2月23日 設立協ﾡ会がもた 

れ /6年5 月ﾡﾡ責任森林冬合 の歳立 容記が完了 された。

自時の 森林合に 対す る一然 村民 の 起念 又は 善者 の 意見は 

「雨今本村山林に喫する 制は 本ﾡ肉を通Uて 全面的に ﾡ化 

ナる ことになり 施業 よ り ﾡ林, 株. 製に至るまて国茶 

に順応 したる 方針 によらんそする 」にあった。またﾡた/7 
年票 林ﾡ課の 手によって ﾡ 系の命域か完了したが さの当 

時の記祭よ れば「本年凄 よ りは林ﾡ表 はﾡﾡ索の ﾡ示する 

こころによっ乙 台らべ株して本ﾡ合を通じて目本木材 株式 

会社にﾡ売するものにして, 各部落は本ﾡ合ご協同レて円滑 

ﾡる運営な希望する。尚本ﾡ合はﾡ紫紫により岐木 宣校, 

運林, 新炭の製皇, ﾡの生差, 宣休ﾡ2経巻造ﾡななし, 

二に 受す る資材等の調整をなすものなり ・ cする. ﾡ実は 

地木社の設立 によつ て 集ﾡこれたの てあろるが 当時すでにﾡ 

制ﾡ構の 一環としマの任務な ﾡ特さ こいたのマあった。
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設立当ﾡの 合 戻2タア 名て や区「な、の/ ス歩上の森林所 

有者をメっ マ ﾡ球さ れたのであろが a合長 には 当 時の 村長 

てあり 環会きﾡであったﾡらがﾡ仕した。 木材先制法め実

ﾡによってﾡ合の 星宮 は寿 e 林産 ﾡﾡと中uこして #城な 迫 

之たの乙ある。 戦後のﾡﾡ時代を画じて経有事店の殺蘭, ホ

合 戻の商番 別森 林大有の 状 况

所有 規、ポ
ﾡ 気

5 ス
求 満

5ス 〜
/ 町

/ 町T
5町T

5可T〜

/○町T

/○BT〜
$○T

VO吋～
/oo町T

c。 町
以上 計

区内ﾡ住 名 28 s5 e ss
•'
5 / /?8

地α外ﾡ住 o 老 ノ/ ? 5 、 、
3。

計 3ラ 夕 35 35

オ京 の ﾡ動にも ず設ﾡのﾡ充ﾡに よフ て至実む 基礎 なさ ず 

いたも のは理条件め ぐ まれた二 と と 役聴 員 の一致し ち 

協力 にあったと思われろ。 2ワ 年森林宏の 改王正 により新 本林

担合に ﾡ行 した。 を の概要" は、次の通り てある。

イ, Z内の森林の状ﾡ

ﾡ員の状ﾡ

2人 生産ﾡ員 2 ヘ

ﾡ術項員 2 く 工場労務勇 /? ヘ

その他 / く き計 24 ヘ

ﾡ益計算書 (昭紀27年族天京者)

高積 私有林の総ﾡﾡ /6Pご町

、ﾡ 合員ﾡ有森ﾡの総ﾡﾡ /タタの町

ﾡﾡ 地私有林の 総ﾡﾡ 6 6 ク/ ク が Oつ る

円 ﾡ合 要 所相 森 杯 の 総 若 狼 6o。 の。 石

2. 森林ﾡ有ﾡ数及合員数

内有ﾡ数 三 59 人 組合員 222ヘ

3. ﾡ合 の 出ﾡ規ﾡ

出ﾡ全令額 イ3333.42の 円 総省ロ数 6,667ロ

-～----*****-一*一**ロ-ーベ*-・"**..-*

区 今 収 入 (円)

-

シ 学" E 今 収 ゝ ( ま 出 ()

※育指ﾡ事業 26. ○oo 26, o。 ○ 到用寧業

長対業 25 938 2 5oo ﾡ業受託事業
ヽ i

1
短苗住産不条 その他○車業

林差 事 業 /3.786ve /2.2o夕2ラ7 一扱管理ﾡ 一 /4994PX_ i
疑ﾡ事末 小 き計 /6Z73/

1/3 3/5. 22 3
ﾡ末 3.0844 お523く ま素 A ル 支 36o. co7 25コ 3ケ

ノパエ 梨生事業 223. 245 . ノ2274
保管事.業 合 計 /m s/ラ7e /メ/7マ //

L____  ____ _当年ﾡ中差引きな
全 3 6ユパ 円

1 i i i

イ) i22 年 査
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ス 貸信ﾡ示未

資 里 の 部 資本 負債の部

王 全 3の 2a8 ﾡ持会未、金
円)2 夕/ 773

有価証券 1 短卵借 入 全 2 4e3 47く

ﾡ掛全 未牧会 / Ps3.3方 前受全 32. 726
立金 ﾡり全 366.2/2 :
神御長室

1
. み 22 み!当会 3<2083

その他 そ

す 資達計 今 ク2S. 2 7< ﾡ負債 <. 243 2s0

右 テ 國定ﾡ産 / 5oa. oeタ ﾡ期信入全

無形因ﾡ差 伐調ﾡ全借入会 イ ど5o. o。 1
外部出ﾡ /. クタィ. /o 痴蘇資金借入金

1
・そ の 他

・ﾡ資達 3. <○2. < タ 回皇員偵 / <se 222

払込済ﾡ金 s&/ 5クテ ]

ﾡ蒸立金 ノs。 /&!
自己ﾡ金き / or/ 42

ポ失会 (*余 全) o夕 33/

合 計 夕 32タ /4シ 合 計 2 32ワ /443

故育 指響 ﾡﾡの 内ﾡ

こ 分 ﾡ育の信輸 ﾡべの想考 1

1垢単を笠サた者の 

年 人 佼 s 人
つ へ2 く

な

- ---

1
ﾡな受った午回 

の回 木 / 町T 2o 町T ・ 5 町T e 町

o、 貸付事業

区 今 べ付件 数

転公 ﾡ会 1- よるせの 4 件 / se co。 円

製合自体の資全口によろもの ____  3______ /so. 222

ノ, 林産業

素才生産高 と,so○石 (名合戻外よリﾡつたもの45○石ゝ

/2, ﾡ買事素

ﾡ木 クみみ夕8本 264./o/ 円

8. 同施設の内容

事務方 2棟 ノ6 倉車 ジ.標 3つ.と

製オエ場 / 棟 /ノ4 4o 馬力 月平均製材置 55o 石

ト ラン フ 大 型 2 台 木馬面 /9 余 / *

/a m口工製造事業

区 今

宣 きっもの 項祝みもの

カロ ユ数番 厩ﾡ数番 愛上高 加エ数ﾡ 受孝数料

杯 本 后
Sち○ ○

円
2242.522

そ 

/422 z2 a zs
• 社 J e 2 z4 e ど デ 22 ・

この他 432 432 ノ3 2se $2e

計 名2<22 火22

ホ 王

ー・ 一 ! クタ2 イ2夕 ノ3 ク8く 520 < zee

---
ご2 &. 互
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七.狂宮否

1. ﾡ額と込況にフいて

組合のき立区束き野村のﾡこれ, 定熱による /

ス歩上の 山」林有 若 の カロ入 の ﾡ かが あった。 倉立 当ﾡは方

有面ﾡち反にフ ノ□を標準乙し ロ 全額を /O円とし 毎

度ノ円 の 払込 で 発足 しだ。 余 7 彦におる出資□数は

/E66 コ 組合 契数 2タ名であ た。 昭元 み王彦にな つて

ﾡにﾡ合 乙 しての出発するこ になり,

ﾡ次をﾡ晃 し て ノ 口全額を 3O 円にみ上げ

込 全額 友3円にするこ乙 にﾡ票した。 2 /

資金 の 必要 かり 定

っマ 毎年徴の払

年凄に おいて は前

年度の 刺余企 ワ4 ク

数 か 面積 纟友当 /ロ

円を 出資にたヨ・

であったものを /

更に23 年には出資ロ

つ!・マロとしE欠 に

た め出ﾡ口数は /4L.462 □に 増加 し, 払込出買額は前年底

44 8722 円から 28 今 Sの 円に増加 した。26年における新ﾡ

合 にお行の 場合に はﾡ合 ﾡ は 新T定ﾡに も と ずい て 任ﾡ 入 二

し 乙 組合 戻の 出探口数に制限を設けなかった が 協同組合こ 

して のﾡﾡのた めに 経済的基 ﾡの確立 ﾡヒ い意 □から 出

資額 の増額の方針をこ り 方有 面ﾡ ノ友に ノロの割合として勧 

診さ れた。 出資/ロの 全須 は 2o。 円, 3回に 今け て払込を 

完 した。

合契 ﾡ払込状ン

次 出督口数 i□当「 

全 ﾡ 当よ編 1 年よ末高 備 考

/7
(Hj) / - (両)/ど o

“測 (円う

イ SS6 i

8 s66 3o ク2 クso 22e4イ j 女 s7○

Z ccc : 32 タ夕 so 今 27く 2s4&

/ <<6 so 夕 9ぷo 今 ○ワ7 ノ —

2/ / sss 2 ラso S723 2a 73く

22 3o <2 ヲso 2 36 タタ タ72

23 /,く2 3o タ33 s& o ____ ___
2o. c78 23タ ダ

____  .

ノゲ. 57と 30 | コ eo "4 /?o ◇く /女o

zs /イく Sヶ○ o : 女3 /○o — スと ス。

<</< 2oo 1 / 322. aoe /8. $○ 2ん. 29
-------—

27 <4e7 2eo I / 533 zc2 そ72S S4< 39S

2. 財オ秀の務

合 経当の 推移 を 的勢 の 面かゥ 貸借 対照系を画 じて 検きし 

てみよう. 出 ﾡ全 と 払込状え2 つい乙 はすでにのべた。

資ﾡ面においで そのﾡ成内容なみると. 国定督ﾡては鞍点
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2おいマ3% (E名ノタ年)〜ク (昭2○ 年) ○割合を示し 

こいたが戦後は一躍3○(昭ﾡ22年) ～ 2e % (昭ﾡ27年) 

にたかまつ2いろ。 長幣価値 の 亥動力\ヽ'ある の で 絶対額での ヒヒ 

ﾡはでたを いが 戦後におい てﾡにのべたよっに 元工場ヒ 

しz珍しい 製材義備 々跡木場 為庫ﾡ誤を完備して 生走 と

- 27-
若 入金 をも つて まかなわれて いる。

貸方では負債台額は総資本顔の s7 (昭紀23年) o* 

(同27年) 83%(ﾡ28年) を示しマおりその 内窓 はﾡ掛会, 

預り金である が 借入金 た 対す る 佐叔度が大き い 二こ乙ある。

翌 2&3ケ 年にわたる 資金ﾡ用 状を表に示すと

歩止 リの何上をはかったこ乙てある。 芝のために 固定資産額

が台己資本額を上廻る と いク 現条 ノ すなわち 回定比率 は表に

み パ れる 通り であつて, 戦後出 ﾡ額の 増加 Izか ン わず短期

年 表納ﾡ産
図定役 産

ぬ概達
その うち 払込済

練立企
夕 傭啜 醒結計 短待入全 生浜会

/&
442ど26 クムクク 2.s/o ノ2,e 423. otg P2 /o, 3/2 4 zo

5.

/ 672 22472 /2,6e/ 33 2/ 3/58 672.262
6ど.2ち 2sc4 278?

•
32o7s /2.クタ/ 42886 /oちx47/ イe/7 名S

6 295 243 24

------

2,02445 442./37 /272/ 474.8$8
247Zク33

245/&22 ノ3o,oe
22736 262s4

22

-

2255273 /ed48& 8.58/ 4eク2.7ビ7 3ダ237%
35*626/ め539ババ 42572 74

23 メ&/夕3/
/23.73/ 8.244e ～2//タク/ 2テ3/ァな 247K38 クラocgo 287?so 36.327

24 25/2e6 /27/34/ P,/&e 42a/$o/ 3クタ/4e7
33&.&3/ 46o,○oo 4c6./O

2ケ ・ク3837
/263433 p/ke /273423 3◇//o 2,Z/3.$48 32o02 4e6./o 72442

24 48to. 74/ //42458 4/32o
/2イ478

6.26222 タクみ数 263858 女2く27e 235752

37 $726.夕74
/spso6? APo /2s2.字 Z678/43 62326o 2 6o3 74 况/3タ6

/s2/67

28 みクノ3473 2ク3/ ク2/ A oo 257s92/ / 6(224 9434s $o/4// /333.o zr。 6eo

デ----- 一
当期示

絵
自己ﾡ本

絨
腑陣

4e7
s.2お 4p25 o

2 2o && ク8 ラ32 夕?

1 2 ox7 S 276 22 22s/ ノア

a89 シZ夕/7 &2 $～4 タタ/

s2.4ラ? 2 イ2ラ8 メ3eo

1 32dE 3$6,92か 6s 423 タタタ

夕s22
シク2. 774 ク5 ク2 27/

ラタ 47 クヲ8.ラクマ 7a 277 2

I タz7 ク8
987 7So 5 473 /z2

■-

4oペラ3/
5 S3 z/ ク2

/3a

ク3イ2 /タク5夕74 ノケ

- 度 H ロ

228年26年 7 年
子円 千 本両

出買金 <6o •o// /54

長期ﾡ信 o ○ ○

長根全 6eo イo// イ 女

回ﾡﾡ産 /2/ < ヲs2
257S

浜期長全不足 さ5/ タゲバ メ3ヨ/

短期負使 62c3 タ 4d3

内( ﾡﾡ金未支全 ヌク55 2,8/夕
MN/" |

信 入金 Pど3
2 6e3 ← ラe/

と の 色 354

絶運ﾡ全 メジマ 522 &ヨ/2

柳御ﾡ産 2 7
3ィs○ 6./?ダ

運振番全 / sイ ラ イ ぷ«2 2,/8

ﾡ 來 金 327 火oく 4 ラ/夕

当連役産 / 876
2.ス4く 2. ☆49

内」現金預ヶ全 ノs o e<s

se/ イ c83 42ee

その他 /232 &33 クe4イ
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こ の 表かめみ れる 乙. ころて は次の よ う なた物価の ﾡﾡを考

有に入入れ之ち 転資全の 指かつ乙 それが店入全に イ衣存 して之の

' ロ 
今 2と年 -27年

今

2引年 :

: 才多角材 7 /e /w/
・7エョ 72 /eo /とク2 /23

条が非 常に高い こヒ

がみやれる。 全融ﾡ

がこの ﾡ合 の 中的課

通てあろこ乙, 森林組合 が経春率素にﾡ身 した 場合 におちい

るオー の因ﾡであろ こと を示しこ いろ。

八, 役ﾡ戸の 性生 柏

創立当時の定素によると。 理事7名. 整事3名こなつてい 

るか, 理市5名, ﾡ事3るをもってﾡし奉茶の方針が産立 

して 未た昭ﾡ /8年において 名を追加して いる。

森林緬合の 設立には先にべた よ に表林興生委ﾡ会茶共 

部 o 組6。と事集を全面的に引、ﾡいたﾡ係上. 委員会林部 

の幹部, 世革後は部落会を通じてえられ これが総会にお 

いて形去的に送出されたものであった。 かくマ 表林ﾡ合はﾡ 

局林集 の 受読 と 上意 下室 し 7. れをき行 してゆく じ から も 部き 

・ と委員会から シっ い だ。

先フ 乙役員の送む改送は定ﾡによ って3年 容に行わ れこ 未 

たが, 各ﾡ落区長といつたよう な地域的午表考が 会送本 =

立って 組合幹部 と共に部ﾡ会で舞台事の 工作上っで 茨定 

せら れた。

很具 の 林野ﾡ有面 横をみるヒ, 予規模る 至 大規ﾡ所有 者 が 

ﾡんとを占めて おり, 起合 員 /人も 平め し e 3る かにﾡい 

表 ﾡ経営 規ﾡ につい乙 も 周 u こ 乙 が 云 え る の て おって, 京っ
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中でも 役戻の 経酒的音景, 社会的位2ついマスでもオ長区長. 村会藤員 

団体役呉, 会社車役等を兼ﾡ歴仕 して いるもの が多 い。

ャ三の 特徴は役員の 経ﾡが4れも長い こ と であろ。次表の通り 

ﾡ立圭時かた現任までみ待たﾡ仕しているものが 6名あり, そ 

のの ものも 三,ロ期に 巨るものが少 くなく ﾡ仕の場合以 

外 はこ 混件の ) が い。

氏名 赤 名
左形ﾡ向

同 年数 任理由 ﾡﾡ状況

A1
え ﾡ合長 ﾡ名/と 年 ン 年 / ゐ と 才 長

4
ﾡ合長 ff 在 年 ノ 担e長受業ﾡ

C え組合 長 〃 23 年 ウ］ 公豆負攻 オ 長

D え専ﾡ 〃 左任 < ﾡ入役

戸 〃 23 年 追 改

戸 昭初/8年 27 年

入役& ﾡ 考 昭和と 年 左 年 竺一

H 常 み //

/ グ 昭和23年 ノ

J え虫 昭和/& 年 // ノ< 会社 :

K ク 昭紀/3年 27 年

L 〃 田初と 年 在 任 ノヌ
■■ -

M

・ .
昭和27年 〃

N ク

2 施 辛 ノ

P ノ 〃 ノ
・.. ・***・****・*〜*一→*

し. 林大産事業

設立の 当ﾡ森林編合の 巨的はﾡﾡに 示 こ れた画 り ・ 改正森 

赤去のﾡ旨に基いでﾡ素ﾡの埼成と これにﾡくき亜向な森林 

ﾡ楽の 調整にあったつと はの論で あって. 林産事衆と 云 う 至 

済面 を 担当する ことよりも, 森林ﾡ紫索の 実ﾡを通じて 森本

生ﾡ 力 の 維持培橋に 主ガを 注ぐ ことてあつた。

当 ﾡ合は資ﾡﾡ任 払 資合 Yして 変足 し . 王ﾡ事素の 途行 

をる定する も の で rはなかった けれピも. 従からの 確回たる

えの 木材業者 製林素者に 対植 して この方面へ ﾡを抜大し

2ゆく 意はなかつた よラで ある。 それは 見民の よう な本 

ホの有力春であり, 後に長, ﾡ合長へ送ゞれた支配ﾡが

明治 末期 から 製本ﾡを部 ゥ そ 林達事素を 経巻 レ て いたか ・ 

組合台 今かこヒ ﾡ争の 地位に 立っこヒ はて•きなかつだから 

であつた。勿輪史に茎べたﾡ来ﾡ喫会さ ﾡ村要生交 ﾡ会林千 

初 に ﾡて。 するに ヒッ 上げられて いマて, 彼等 ヒ 競合する こ ヒ 

のでかった公野 パルプ材, ﾡ木, ﾡ掛、用材等の生産ﾡをへ 

ﾡ々, 副業吉で行っていた下ﾡの製造. 製ﾡ事素は本索的



な 林差 ﾡ奈であそ も 

にこのり において業者と 

ら 当組合に引継がれ2

と お全斉の杯喫 ﾡ成気 てあった かっ 

は何等 菱合す るも のてはな かっ た か 

矢行これた。 林素部のﾡ村更正ﾡ民

は森林ﾡ合ﾡ部に転 し た。

かく して昭ポ /7年景林 み課 の指季によ つてﾡ兼索が完成

して, 係計里の調整とﾡﾡ問伐の指ﾡ. 立木の評価か主た 

ろ事業てあった。 ﾡろに 時ﾡ の ﾡﾡにつ れマ, 国内ふ総がる 方 

げて ﾡ事力のﾡ進に向わしめること、 つて 昭紀/6の

木材ﾡ制 去の 公布は昭 ノ2 年の前出 入品 荐純 制令に 基いた 

本行政ﾡ置の 化て あフて, 戦時体制下 のホ林の 生達配台 

ﾡ機の 一元化を旨的と し た も ○そあった。 来 の木材 紫着は 

ﾡ家め 岐ﾡ業 により. ﾡ員として 地ち木材株式会 社 に収 ヒ 

ゥれ, 森林全合 はこの下語ﾡﾡ ¥ して 木増ﾡの 一 ﾡを福才 

され, ﾡに供木組合. 木林生ﾡ事業を徒けるﾡ飛となった

こてﾡ素条の成は昭ﾡノ7年授に完炭せられ /8年ﾡ み

らﾡ行ﾡ夢に入つ た。

実行言画 は 更と生委 頁会林業 部のﾡ号の 例 が あった の て 

部落紀ﾡが呑用られて 部落 単位に林班の 株 電許が決 定、
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れた。戦季が哲烈こなると共にな召, ﾡ用者が相次いで, 労 

務の絶対的な不足をﾡ示し, 且っ 食燈増産確保の 受請 よる 

射物の ﾡ化は 木#の 伐株にか> る 労務の面から 函確を 力え 

るに至った。 立求の供は 「御 国のた め」 と云う-きのもヒ 

に森林有者 の誌ると云う こ とは ﾡ惡で はなかったし, また 

株出を弟 とす る ﾡ用す ら 一 的 てあつち. さこて ﾡ株き重は 

単に ﾡ立 するに上まり 実行面 におい ては 生ﾡ起 自量の 完 

が刻下 o 問1ﾡであっ たから. 芝務ﾡ室の 御都合主義に まって

部 きの 真仕 生達 と い う 形で お株や 根出等ﾡﾡ の忠易な 林かか 

ら送択版株也 ら れた。

夏に力 問ﾡ引 と共に 軍術才生達 に っゞくﾡ送の困難にあっ 

た。似球木が輪送の通迫によつて山えにﾡﾡし, このためﾡ 

おノタ年 宮球用材確保 のため 系沢部ﾡに駐ﾡレて い た須宗都 

下の2個 中ﾡが株木の k ラック輪送,貨 車輸送を直接垣当 

レ ﾡﾡ市にﾡセした大松ﾡ隊はﾡ合製工号のﾡ営一7を

行っ に至つ た。

当 時軍 にﾡるは軍 ﾡ林確保 のため 木林代杯際を 編成し. 川

ﾡ市た 本部 Yして高ﾡ川村に出 張所を 設けて, この地うみ矢
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カ •辰猴 を 強行 しだ. しかし 本おでは森林ﾡ合のﾡ任伐妹の 

支をを理由にこの張行を拒否する 二そがでこた、 二れには為 

区 茶氏の 有 の天然モミ の老大木数石石が空し く 発傍に及星 

さたき > であったため. 供出の磁路は代株よ り も むしろ輪 

送にあると 主ﾡして矢力ﾡ株を回ﾡしたに外高らなかった.

(/9今5年2月)
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東吾野村森林組合運営に戻する要ﾡ (昭和I8年7月77日よ天造)

オ /. 東君野お森本担合ﾡみ乳行紐員の 烫演に 基き 組合 内に及み部 

及系みﾡな 置 く.

才2. 友み師内に成 勢供及 会計様 を 独立しも.

* 3. 速妹スﾡﾡ供に 岡する事みは当分の 内高参部に て之を行 

か. ■

グ 4 夫ﾡ部 は主そして木林増ﾡな 目標Y し 材 保ス ﾡわ係な番ミ 

当の 差ﾡをﾡす.

ォち 木材係は点林画による山ﾡの各木調で、 桜木. 株材、 運片 

旧荷供 出 に 涙す る 幸 ﾡR実ﾡな ﾡる、

*ら 数材保は 担合裂材工 場の ﾡ理に任じ 且裂材 にﾡす る 一切の事 

みを祖も と し力.

*7 *を4班にかち 班長 R副班長ﾡ干名をﾡさ 木材生差の現点 

hもゥ しむ。

ﾡの 成及 横ﾡ 左の如し。

ﾡ別

... -■

班 長 %るる 摘 受

. 平戸 / 各 3 名 42 名 工まの みる 数さ 素ら務

オ2 ﾡ 况分何书 / 、 2 ・ o ・ 手ﾡな有 する もの にして、之

3 延 # 上 / ・ 2 ・ 32 ・ を有じる労ﾡ老もホ本表

オ4延 振天(円寺) / . 4 ・ 夕7 外 に 加す。

4 ・ バ ・ ノsバ・
• j

i
:、 」

オ8 ﾡ系は本部のﾡ示によ り 劣務者を指ﾡして 木林生ﾡ上に戻する 

一切の黄に任ずる ものに してﾡﾡﾡは班長をﾡするも のとす.

ォみ 労羽老は本村更正委呉会労部のう外に基ミ本ﾡ合素米務部に 

ﾡ年するものにレて、林糸労功手ﾡ持者はの論. 持せざる 

と のも班長のﾡ示に 従い 生産に佐事する も o とす.

才o. 佐楽者にして 条砂の為傷きを受けたるとたは共治素不は本名 

合に2 支年しﾡ生ﾡ上のﾡ阿友なすものとす。
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ォ/. 年楽者は許匹なくしてﾡﾡの作茶をﾡへヌは他にﾡきする 

二とを 得ず

* /z. u 妹祈有 ﾡにするﾡネ仕払は常宿ﾡ次時ベする をﾡ ・ 

す る も のなたとち, 合に よれは立木で 素材ﾡ取を行ウ2得 

参託似 係の ものにありて も案木ベは部屈しﾡく ものとす.

*/3. 町項の仕払は木材ﾡﾡを以るﾡﾡをなすものにして委 認 神 

のも のにあ り乙は不ﾡ価よ り ee ヶ 2 /。 mの手数及似出 

岡する 経そﾡ を除し、 本材ﾡ累にありては 定価格っ o。 お 

。 a 以の 手数科を 花除して 仕をな すむ のそす.

ォ4 立木み評価をなすため評価委員2誤け, ﾡ伝委民は本部ほ 

山林表共の内より 担合長とを任命す.

力点 本材及裂材したる太材は 埼王 桑森林ﾡ合ﾡ合会に委記して a 
ﾡ会社に ﾡ売す るも◇とす 包し 塚あ る 場合 は 埼でﾡ条事め 

許可を 得て荷するこ あるべし・

ォ/と. 本ﾡ合はﾡﾡの成ﾡにより公業ﾡに対し賞与な合す ﾡ与o 

全額は年度末現任に ﾡける 本校ﾡﾡﾡﾡの /っつ 今の引以と 

但しﾡ 支合は7月及/2月の2回に行う .

ォ 銀は本林愛生委ﾡ会労務都林ﾡ 扱株会 のきﾡを経て 但合 

長 之 を芝む.

ォ/®. 似木. 重林は労務者べ表なしてﾡ員はしむることあろへ

オ/ 労銀はﾡ長の ﾡ告に基さ木保之を検走の上会計係より仕込 

を ほす、

但し 本村ﾡ名合の本人口ﾡへﾡ込あも のとす。

才2o 本株共 報議会 o 担長 を ﾡ しﾡ事実 行名合毎に 世記係な追 く 

せ話係は本部の 指示に基ヨ ﾡ長とﾡ給の下に 部ﾡ内労務着の論 

ﾡ幹に る もの とす。
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赳繍愛更特副総会議争報

ハ 用会の 日 時所

同会の日時 昭和 27 玮ノ 月 25日キ請 // 時

場 r ﾡき野大え会 福振寺

z 会を 組依す 刁君の 定數及 復談来権数 

ﾡ名合同秋 3。/ 名 認事定数 4os 名

3 設定足数 33石 決ﾡ権数 3フs 

広ﾡ 本人車 ノノ2名 受仕士ﾡ ノ2o名

4 ﾡﾡ者及ﾡ長の 氏名

理事 ﾡ合長 井上正太ﾡ

5 会ﾡの日的事項

ォ/ 索吾野村森求宅合定ﾡ支受の み認を 末むるの件

オ2、 寺集計画呆の 永 認 を 太 もる の 件

3 出ﾡﾡ岬日及方表の系評な末むるの件

オ4 告金殺ﾡﾡ走の件

オ与 ﾡ付全及和率長高ﾡ真決定の件

e ﾡ務保 証 みあ高 ﾡ 度 決 ﾡの

オワ 余 裕 全 預 入 先全 融ﾡﾡ決定の 件

* み 森林合 逮合 会 ﾡ委 更 みm の 件

ォ q ﾡ林中 実全津ﾡ長の 承部を末む るの件

ォ。 伝国 送 幸規 ﾡの 永認を支むる の 件

は長は後宝方法名 i会 にきり a会 o ﾡに 依り 録浜活名 造恵を 決 

ﾡ依って 左の者指名 レた。

界泉信一 表更義 -

7 の 進行 む： 足

談学 は田満 に査行した、

議乗に対しマﾡ 答スはﾡ更

矢 し



きの 領

多長は効呈り 席- 数に宮手走安に産し金会立な告 

ﾡちに 表 更 草布 会 経週 報告を ベしたそ 後旦ち に 部に入 

る

オ 不 旧をﾡし別ﾡ新索言野村森林合ﾡ宗を起合 

民 た 配讨- 詳田認明海義の 後今案直り 差教ﾡﾡの 系望を ﾡ 

一 致可決そ差 し た.

オ2ﾡ案 別ﾡ事券ﾡ率吉系 ﾡ合 ﾡ=配付西読説明の 上永部 

沃 し た。

才3ﾡ条 定ﾡ才 /と条のﾡり聖き無く 系認項決 し た.

ャ4ﾡ宗 借入全最ﾡ取ﾡ金2。○ ろ円とﾡﾡ一ﾡ可決定し

ォ占ﾡ朱 ﾡ付金張高ﾡﾡは 3○7円利ﾡﾡﾡﾡﾡは o。 尸1た 

付司歩4安とﾡ条のﾡり 可決した。

*6宮条 務保証ﾡﾡは全 3o ○z円 ノﾡ合にっき全3。 

ラ円と 米•兔 した. ・

オ7宮条 余 ﾡ金 ﾡ入先生全融ﾡﾡは定ﾡオ 与4条に示す品り ぶ 

央確走レた、

オる必祭 森林 包合 ﾡ合会ﾡﾡ表要象mの片は多する

謡 なく 夫走した・

オみ認索 表 中天金車資系なおむる o 料は興哉な く 誕 

可ﾡ し た.

ャや表案 冬昌 ﾡ規ﾡ系認を 支むる の件は左素末附ﾡ 普京 

ﾡ 野 村森林ﾡ合 侵尾 送導 ﾡﾡオ ノ委持 ク介2○系すでのみ系 

通 書数め結ﾡ翼部なく 系認可茨 し た、

上ﾡ長 は 提 製 案全 部 の 決 終了の 旨を告げる時刻28日た 

客時与○ちﾡ会を宣 す.

右会議の展求を記報 しﾡ事ﾡの 当 る李セ 認する あﾡ名株印 する

昭紀27年ノ月28日 ﾡ 長 井上正大ﾡ

君る暴尽 粟 先 信一

» 員多-

オ ノ 面

/ /会の値麴

2 同催公告ﾡ日

3、 ﾡ集通ﾡ折日

4. 南催印

厢青日隋

里 宅 :趋 会 き 寺 ﾡ

通常式会

昭 お 27 年5月3,日

昭ﾡ コ7年々月 2○ロ

京吾野対大字えﾡ 福ﾡ寺

昭ﾡ227年5月3ノ日 午ﾡ○ﾡ○分

正ﾡ合眞 ノ/84 名 (本人 出ス ノ25 理出帯 S夕名)

正会ﾡの 出席者数が 正、組合 員 総数 の キ教以上にあたる

e. 総組合員数 228名 (内契王組合戻22マ名、 幸名合呉数無) 

ﾡ者太 ノs4名

a ﾡ失香及後長の氏名

理事ﾡ合長キ上正太部招集とﾡ会の 法任に依っ て歳長 となる。

g 会ﾡの 目命事ﾡ

ォ ノ ﾡ条 定数泰更め件 ・

を軟オ32余中「この ﾡ合 に役員としで 理率 ワ 人 般爭 3 人を置く」 

とあろ 「この但合に侵員こして 理事 /○へ 協事 ヲくを星く」 と改 

めるてと にﾡ場- 致可決し た。

オ2藤条 昭ﾡ2くﾡ財産目ﾡ、 食信対ﾡ表、ﾡ益計算者、等 

業報告番、刻余金2分緊系認をボむる の件満腸異議なく 男冊のm 

り系認 した、

ャ3部条 形和2 7年震琴紫計の 承認を求むるのﾡ。

本糸はﾡﾡﾡ明の 数環条 の通り 承認し た.

4裁衆 編合m入さ現ﾡ便用料ス手数料規約役契報酬各該生の 

件 本件各崇共朗読能句れも祭案のﾡり可ま決した。 但し侵員報

Iに うて 年ﾡ戻が 送ﾡによ って 第任長員 に 送任とら れたる 場合 

はは振ﾡﾡな未用する ここをﾡり たるに異なく 承認 し た。

才5詠索宗 /組合員ﾡ付全最高ﾡ定決定の件、 本索は最高ﾡﾡスo

万円Y 定 した。
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才。き案 僧入全ﾡﾡ表の件。本条はﾡ高3○○ス円 

と赤ﾡした。

ァコ ほ条 ﾡ談ﾡ協力獲司委ﾡに 肉する件・ 本界は 相談夕若 

名協力委員 ノノ名委ﾡするこてに茨定した.

オみ誘系 ﾡ事ﾡ発名委貝ﾡ任の件。 本条はﾡ速によって数索 

を削除した:

夕 会の日時 昭つ7年さ月ヨ 日正ノ時

誘長 はつの画常ﾡ会ﾡ宇祭を p 獨 員 と共夫に 署名株印 し ます。

上正太郎

理 事 井上正太ぷ。 

中村 決 ﾡ 

大沢三郎 

友見戻 郞 

大野 え三 

ﾡ村 奉R

-4|-

東舌野森林 合ロ入全規 附便 用料ほ手数料規ﾡ

ォ 余 森ホ法オ5余及び赤ﾡ野森林ﾡ合定ﾡ才2○条によリりﾡ 

=に 組合にm入しようくするきに対し 加入 金 を 徴 収 する. 町項 

の加入の殺はは下 話計ﾡ方表に よっマ 定め ろ.

ォユ条 m入申ゝの前年友未決ﾡﾡにたけるぬ資ﾡより起合然出ﾡ 

限 を 連 引 先 の 段 敷 を 銀合 ﾡ出浜ロ数で除したﾡを , □加入全ヒす 

2.

金ﾡの軍にて ノロの加入全が /○円未満のﾡ数切捨

乙 る。

ャ44 二の 名合は 定素オ 22染のﾡむるにより候用料及 数料 

&般収すろる,

ォ与系 合氏の為に す る ﾡ材を質与 したる ﾡ合はﾡ合は そ ② 便用 

の服凄を見猿り 当試狙合言ヒ ﾡﾡの上ﾡ用料を徴収する.

ら条 組合 同み為にする誌申請は 申込に 対v その都友手数料を / 

片に汁し全/。 円とすろ.

ォ 7 系 組合 ﾡ外の誌申諾は申公に対し /台につき全/○円念ﾡす 

る.

スs 条. 代株調登ﾡ会借入に付 は送の 定ちる ところによる手数料 

を 微ﾡする.

• 附 則

ラ条 こ, 規約 は昭北27年。日) 日か実 す て.
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